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事 業 報 告 概 要 

 

 

市内で唯一、地区福祉会が未設置であった彩都エリアにおいて彩都の丘学園地区福祉会が設

立され、全市的な地域福祉の基盤が整いました。そうしたなか、「顔の見える総合相談・支援

事業」の検証を行い、改めて地区福祉会や民生委員・児童委員との協働や住民の生活基盤であ

る自治会と連携した取り組みの必要性を再確認しました。 

総合相談から社会参加、地域づくり支援までの一体的展開を困窮者支援の生活相談窓口と地

域づくり支援を行う顔の見える総合相談・支援事業（ささえあいステーション）の職員のペア

により推進しました。 

 また、中期経営計画の初年度として、急激に変化する社会情勢に対応できる組織づくりを目

指し、人材確保・育成、組織・財政基盤の強化に向けた取り組みを進めました。 

 

【重点目標と取り組み】 

（１）地域福祉活動計画の着実な推進 

自治会同士、自治会と地域団体や専門職等との関係づくりの取り組みとして、より身近な

エリアでの小地域ささえあい会議を開催しました。また、各地区に広がっている子ども食堂

について、その意義を考える講演会を行いました。 

重層的な支援体制づくりとして、ひきこもりなどの社会的孤立状態にある人への社会参加

支援として就労体験や農園活動につなげる取り組みを続けるとともに、相談につながってい

ない人の実態把握として、全民生委員・児童委員への聞き取りを行いました。 

 

（２）組織基盤の強化 

ここ数年の急激な賃金上昇に対応し、ベースアップ等の待遇改善を行いました。 

  また、経営計画で掲げた人材育成、広報、DX、介護サービスの再建に担当を置き、考え方 

を整理するところから取り組みを始めました。 

 財源確保の取り組みとして、箕面市と令和 9年度からの交付金ルールについての協議を 

スタートしました。 

 

（３）介護保険事業等の安定経営 

在宅サービス事業については、退職者やケガ人等が続き、安定したサービス提供できず利

用者は減少しました。そうした状況を踏まえ、下半期から人員の再配置、事業規模の見直し

に着手しました。 

介護老人保健施設では、外国人人材を採用した介護職をはじめ、看護師、療法士とスタッ

フの確保ができ充足してきました。それに伴い積極的に外部研修へ参加ができ、質の向上に

取り組めたとともに、外出レクリエーションの充実や面会制限の緩和など少しでも利用者・

家族の満足度を高める取り組みを行いました。 

1



 

 

 

 

１．中期経営計画の進捗管理 

社協の使命や基本方針を明確にし、その実現に向けた組織体制、事業展開、財務等に関

する具体的な取り組みをまとめた中期経営計画（令和７～１１年度）に基づき、取り組み

を実践し、経営会議で進捗管理を行った。 

 

（１）強化ポイントⅠ 人材確保と育成 

・賃上げに対応した待遇改善として、令和７年４月から職員の初任給の増額と最大１万円

のベースアップを実施。また、次年度に向けた改善内容を検討した。 

・新任研修において、社協基本要項を活用し社協理念や機能に関する職員の理解を深めた。 

・OJT体制の強化をめざし、新任職員の在席する総務課に OJTリーダーを置き、日々の指導

は課内の全職員で行い、OJTリーダーによる定期的な振り返りの場を設けた。 

 

（２）強化ポイントⅡ 事業・組織の強化 

・共感を生み関心を高める広報をめざし、社協だよりやブログでの情報発信を継続。 

  ホームページの月間ユーザー数：平均 2,954人（前年度比 279人増） 

・広報の統括担当を総務課に配置し、広報統括業務の確立をめざして、広報の進め方を議

論した。 

・業務変革や改善による効率的な組織運営のため、DX に関する理解を深め、業務のデジタ

ル化としてシステムの検討と導入を行った。 

 

（３）強化ポイントⅢ 財務基盤の安定強化 

・在宅介護サービスの収益改善をめざし、業務省力化に向けた介護システムの更新など ICT

インフラを見直し、固定経費の削減に取り組みました。 

・近年の物価高騰や賃金上昇を踏まえ、平成 29年度から固定化された市交付金の算定ルー

ルの見直しについて、昨年度に引き続き市に要望書を提出するが採択には至らなかった。 

・新たな寄附者の開拓並びに善意銀行の払出メニューの拡大をめざし、クラウドファンデ

ィング型の活動支援寄附の仕組みを検討した。 

 

 

２．理事会、評議員会、福祉サービス苦情解決委員会 

（１）理事会（定数：第２６期前期１５名） 開催状況：７回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 6. 5 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

保有債券の満期償還に伴う運用先の変更に関する件 

会議

室 

理事14 

監事 2 

１ 法人運営事業サービス区分 

３ 団体事務事業サービス区分 
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令和6年度事業報告に関する件 

令和6年度決算に関する件 

第26期評議員選任候補者の推薦並びに評議員選任・解任委員

会の開催に関する件 

第26期前期理事及び監事選任候補者に関する件 

令和7年度収入支出補正予算(第1号)に関する件 

規程の一部改正に関する件 

令和7年度定時評議員会の開催に関する件 

6.27 

会長の選定に関する件 

副会長及び常務理事の選定に関する件 

相談役の選任に関する件 

評議員選任・解任委員の選任に関する件 

規程の一部改正に関する件 

会議

室 

理事11 

監事 2 

9.11 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

彩都の丘学園地域福祉活動拠点施設に関する固定資産の無償

譲渡に関する件 

規程の一部改正に関する件 

福祉サービス苦情解決委員(第三者委員)選任について同意を

求める件 

令和7年度第2回評議員会の開催に関する件 

人材確保・定着に向けた職員の待遇について 

会議

室 

理事14 

監事 2 

11.27 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

令和7年度中間期における事業及び会計決算に関する件 

令和7年度収入支出補正予算（第2号）に関する件 

第26期前期理事の解任及び理事候補者の選任に関する件 

規程の一部改正に関する件 

人材確保・定着に向けた待遇改善に関する件 

会議

室 

理事13 

監事 2 

8. 1. 8 第26期前期副会長の選定に関する件 
書面

決議 

理事15 

監事 2 

1.22 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

介護老人保健施設施設管理者の解任及び選任に関する件 

令和7年度第3回評議員会の開催に関する件 

令和8年度事業計画(案)に関する件 

会議

室 

理事11 

監事 2 
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3.19 

会長及び老健担当常務理事の職務執行状況に関する件 

善意銀行の払出に関する件 

第26期前期理事候補者の選任に関する件 

令和7年度収入支出補正予算(第3号)に関する件 

職員の待遇改善に伴う規程の改正に関する件 

規程の改正に関する件 

令和8年度事業計画及び予算(案)に関する件 

役員等賠償責任保険契約に関する件 

会議

室 

理事10 

監事 1 

 

（２）理事監事意見交換会 開催状況：１回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

8. 2.26 
顔の見える総合相談・支援事業の事業検証結果、今後の方向

性 

会議

室 

理事 8(1） 

監事 2 

 

（３）評議員会（定数：第２６期３３名） 開催状況：３回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 6.27 

令和6年度事業報告に関する件                 

令和6年度決算に関する件                  

第26期前期理事及び監事の選任に関する件          

令和7年度収入支出補正予算（第1号）に関する件 

講堂 24 

12.23 

令和7年度中間期における事業及び会計決算に関する件 

令和7年度収入支出補正予算（第2号）に関する件 

第26期前期理事の選任に関する件 

講堂 26（2） 

8. 3.27 

職員の待遇改善に伴う規程の改正に関する件          

令和7年度収入支出補正予算（第3号）に関する件       

令和8年度事業計画及び予算（案）に関する件         

第26期前期理事の選任に関する件  

講堂 25（2） 

（ ）はオンライン出席者の内数 

（４）福祉サービス苦情解決委員会（委員：５名）開催状況：２回 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 8.21 

令和 7年度福祉サービスに関する苦情解決事業体制について 

前回の苦情受付報告及び報告内容のその後について 

箕面市社協における福祉サービス苦情受付状況及び対応につ

いて（令和 7年 1月 1日～6月 30日） 

・苦情件数 1件 （介護老人保健施設運営事業 1件） 

箕面市社協における新規苦情受付状況について 

(令和 7年 6月 30日以降の新規苦情 1件) 

講堂 5 
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8. 3.30 

令和 7年度福祉サービスに関する苦情解決事業体制について 

前回の苦情受付報告及び報告内容のその後について 

箕面市社協における福祉サービス苦情受付状況及び対応につ

いて（令和 7年 7月 1日～12月 31日） 

・苦情件数 3件 

（日常生活自立支援事業 1 件、介護老人保健施設運営事業 2

件） 

講堂 5 

 

（５）その他の会議開催状況 

会議の名称 開催日 

正副会長会 
4/8  5/13  6/10  7/8  8/26  10/14  11/11  12/9 

 1/13  2/17  3/10 （全 11回） 

監事監査 5/23 

評議員選任・解任委員会 6/12 

 

３．活動協力金・会員募集活動 

（１）活動協力金 

 社協の安定した組織基盤の確立と効率的運営を推進し、地域福祉の増進を図るため、活

動協力金の取り組みを行った。 

  令和７年度は、特別活動協力金において 200 口の大口協力をいただいたことから、協力

金総額は前年度と比較して約１割増加したが、協力者数については減少する結果となった。

（前年度比 791名減、929,500円増） 

 ①集計 

種別 
令和7年度 令和6年度 

(人) (口) (円) (人) (口) (円) 

活動協力金 8,589 13,447 6,723,500 9,383 13,884 6,942,000 

特別活動協力金 460 877 4,385,000 456 647 3,235,000 

合 計 9,049  11,108,500 9,839  10,177,000 

  ※集計は③の市外在住者を含む 

 

②地区福祉会別集計 

地区 
活動協力金 特別活動協力金 合計 

(人) (口) (人) (口) (円) 

豊川北小地区福祉会 
498 

(5) 

1,054 

(388) 

56 

(4) 

101 

(5) 
1,032,000 

東 小 地 区 福 祉 会 
105 

(3) 

266 

(140) 

38 

(11) 

79 

(39) 
528,000 
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豊川南小地区福祉会 
101 

(14) 

423 

(310) 

63 

(10) 

90 

(24) 
661,500 

萱野東小地区福祉会 
524 

(2) 

718 

(133) 

42 

(5) 

52 

(11) 
619,000 

萱野北小地区福祉会 
204 

(3) 

833 

(403)  
18  18  506,500  

萱野小地区福祉会 
496 

(5) 

953 

(303) 

33 

(7) 

46 

(18) 
706,500 

北 小 地 区 福 祉 会 739 1,163  16  22  691,500  

中 小 地 区 福 祉 会 
1,012 

(4) 

1,259 

(97) 

40 

(2) 

48 

(5) 
869,500 

箕面小地区福祉会 1,070  1,760  33  38  1,070,000  

西 小 地 区 福 祉 会 1,773 2,062 33 255 2,306,000 

南 小 地 区 福 祉 会 
606 

(11) 

1,128 

(242) 

41 

 (6) 

68 

(8) 
904,000 

西南小地区福祉会 
1,315 

(2)  

1,550 

(20) 
29 36 955,000 

とどろみの森学園 

地区福祉会 
139  265  18  24  252,500  

合計 
8,582 

(49) 

13,434 

(2,036) 

460 

(45)  

877 

(110)  
11,102,000 

   ※（ ）内は内数：自治会として協力金をいただいた人数、口数及び金額。 

  ※協力金を自治会としていただいた場合、「１自治会」を「１人」として集計している。 

 

 ③市外在住のふれあいホームサービス利用者及び市外の団体からの活動協力金納入集計 

令和7年度 令和6年度 

活動協力金 特別活動協力金 合計 活動協力金 特別活動協力金 合計 

(人) (口) (人) (口) (円) (人) (口) (人) (口) (円) 

7 13 - - 6,500 3 10 1 2 15,000 

 

（２）組織構成会員 

  福祉関係団体だけでなく、広く他の団体に対して、社協の運営、事業に参加してもらえ

るよう、組織構成会員としての参加を求めた。 ※１口 1,000円 

令和 7年度 令和 6年度 

(団体) (口) 会費合計(円) (団体) (口) 会費合計(円) 

70 225 225,000  68 231 231,000 
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４．自主財源確保の取り組み 

（１）寄附                        ※善意銀行への寄附を除く 

種別 
令和 7年度 令和 6年度 前年比 

(件) (円) (件) (円) (件) (円) 

現金 19 872,737 14 1,214,426 5 △341,689 

物品 53 - 30 - 26 - 

合計 72  44  31  

 

（２）遺贈寄附 

種別 
令和 7年度 令和 6年度 前年比 

(件) (円) (件) (円) (件) (円) 

現金 - - 1 86,583,268 △1 86,583,268 

土地 - - 1 483,784 △1 483,784 

合計 - - 2 87,067,052 △2 87,067,052 

 ※土地は固定資産税評価額で計上 

 

（３）基金運営 

①基金等残高及び運用状況 

基金等種別 
年度末残高 

(円) 

令和 7年度 

運用利息(円) 

令和 6年度 

運用利息(円) 

増減(円) 

市民福祉基金 429,450,098 7,553,822 6,502,982 1,050,840 

地域福祉活動推進

基金 

200,000,000 3,319,291        2,907,018        412,273 

中期経営計画 

チャレンジ基金 
86,000,000 - - - 

合計 715,450,098 10,873,113 9,410,000 1,463,113 

 

 ②運用先種別 

種別 金額(円) 比率(％) 

普通預金（現金） 114,015,723 15.9 

債券 601,502,500 84.1 

合計 715,518,223 100.0 

 

５．関係団体との連携・支援 

（１）社会福祉団体への助成 

   箕面市内の社会福祉活動を実施する当事者団体(７団体)及び公益活動団体(７団体)に対

し活動補助金を交付した。  
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種別 団体名 補助金額（円） 

当
事
者
団
体 

箕面市母子寡婦福祉会 101,000 

箕面市戦没者遺族会   186,000 

箕面市身体障害者福祉会 90,000 

箕面市肢体不自由児（者）父母の会 32,000 

箕面手をつなぐ親の会 48,000 

箕面市老人クラブ連合会 500,000 

箕面断酒会 辞退 

びわの会（箕面認知症家族会） 47,000 

公
益
活
動
団
体 

箕面市赤十字奉仕団   233,500 

箕面地区保護司会 115,500 

箕面市更生保護女性会  201,500 

箕面市更生保護協会   57,000 

箕面市献血推進協議会  78,000 

箕面早起き歩こう会   49,500 

箕面市青少年指導員連絡協議会 21,000 

合計 1,760,000 

令和 6年度実績 1,793,000 

 

（２）障害者社会参加促進事業 

  障害者の社会参加を促進するため、障害者団体の行事に対して、活動費の助成を行った。 

〈野外活動訓練〉箕面市身体障害者福祉会 

年月日 行先 主な内容 参加者 

7. 6.28 
淡路島周遊バスツア

ー（兵庫県淡路市） 

身体障害者の方々に、戸外

の空気を、満喫して楽しみ

ながら体力づくりを進める

バスツアー 

 45  当事者     32 

    家 族     8 

   ボランティア 3 

   手話通訳者  2 

〈日帰りバスツアー〉箕面市肢体不自由児者父母の会 

年月日 行先 主な内容 参加者 

7.10.18 

淡路島うずしおクル

ーズ（兵庫県淡路

市） 

外出がしづらい重度障害児

者と家族によるバスツアー 

 38  当事者     10 

    家 族     7 

   ボランティア 12 

   ガイドヘルパー9 

 

（３）社会福祉団体事務 

  市内１４の社会福祉団体からの依頼により事務補助を行った。 
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社会福祉団体名 

箕面市肢体不自由児（者）父母の会 日本赤十字社箕面地区 

箕面地区保護司会 箕面市戦没者遺族会 

箕面市身体障害者福祉会 箕面市献血推進協議会 

箕面市母子寡婦福祉会 箕面市老人クラブ連合会 

箕面市赤十字奉仕団 箕面市更生保護協会 

箕面手をつなぐ親の会 箕面市民生委員児童委員協議会 

箕面市更生保護女性会 箕面地区協力雇用主会 

 

（４）共同募金会 

実績は前年を若干下回ったが、福祉事業所と協力し寄付つき商品の販売を継続して行っ

た。（事務局：社協） 

① 赤い羽根共同募金実績 2,686,878円（前年度実績：3,233,652円、比率 83％） 

内訳 戸別 学校 職域 街頭 法人･団体 募金箱 その他 

協力 

件数 

121 

自治会 

28 

幼保小中 
7社 2か所 14社 7か所  

実績額 

(円) 
1,756,452 263,337 186,098 174,657 217,853 87,386 1,095 

  ※バッジ募金 346個 173,000円及び府募金会に直接入金された分は上記の数値に含む 

 

 ②歳末たすけあい募金実績 1,896,992円（前年度実績：2,168,535円、比率 87％） 

年度 当年度実績額(円) 前年度繰越額(円) 合計額(円) 

令和 7 年度 1,896,992 827,427 2,724,419 

令和 6 年度 2,168,535 437,892 2,606,427 

前年比 △271,543 389,535 117,992 
 

内訳 戸別 職域 街頭（募金箱） 法人・団体 

協力件数 116自治会 2社 1か所 2団体 

実績額(円) 1,834,325 27,855 3,312 31,500 

 

配分内容 配分金 (円) 

・生活保護世帯に準ずる世帯     42世帯 

・単親家庭高校入学準備世帯     55世帯 

・運営費 

 738,000 

 1,288,000 

35,000 

合計   2,061,000 

  ※募金合計と配分金との差 663,419円は、次年度へ繰り越し 
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（５）イベント用機材貸出事業 

地域福祉活動の活性化や関係諸団体との接点のひとつとして、各種イベント用品を地区

福祉会や地域活動を行う団体、社会福祉施設等へ貸出した。 

団体名 団体数 件数  器（機）材名 件数 

地区福祉会 - -  音響機器 1件 

その他団体 1団体 1件  テント 0件 

合 計 1団体 1件  合 計 1件 

（前年度実績：2団体 2件） ※音響機器については、地区敬老会での利用を除いた実績 
 

（６）広報支援事業 

地域福祉活動における広報支援として、大型プリンターによりＡ０、Ａ１、Ａ２のポス

ター及び横断幕を作成した。 

 <種類別実績>                   <団体利用実績> 

種別 令和 7年度 令和 6年度  団体 令和 7年度 令和 6年度 

横断幕 34 41  福祉会  7 9 

A0ポスターサイズ  4  6  他団体 40 47 

A1ポスターサイズ  7  5  合計 47 56 

A2ポスターサイズ  2  4    (単位：件) 

合計 47 56     

 

６．研修の開催、参加状況 

（１）外部研修（職員） 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

7. 4.15 

5日間 

市町村社協新任職員研修会 

「社会福祉協議会とは～歴史・理念・役割を学ぶ～」

他 

府社協 3 

5.19 

2日間 
初級クラスサービスマナー・セミナー 府社協 2 

5.26 

5日間 
労務事務・経理事務講習会 

府社会保険 

協会 
2 

6.18 人手不足を乗り切る！人材定着・育成セミナー 
豊中商工 

会議所 
1 

7. 9 

市町村社協事務局長・管理職員研修会（オンデマン

ド）「増進型地域福祉とは、ハラスメントのない職場

環境づくり他」 

府社協 7 

7.22 

5日間 
社会福祉法人会計の簿記入門・初級講座 府社協 1 
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11. 1 

2日間 

社会福祉士実習指導者講習会 

 

兵庫県 

社会福祉士会 
1 

11.21 

2日間 

市町村社協中堅職員研修会 

「コミュニティワーク実践について、チームリーダ

ーとしての心構えについて」 

府社協 1 

12～3月 
人権セミナー 

「多様な性を考えよう」 他 8講座 
箕面市 53 

2. 9 プロの視点に学ぶ ヒトが集まる活動発信のヒント 阪南市社協 1 

 

（２）内部研修（役員・職員） 

新規採用職員に対しては、新任研修、事業説明を順に実施した。また、役員改選後に新任

役員向けに社協の歴史、役員の役割や相談支援の取り組みを伝える内容の研修を実施した。 

その他、通勤や業務中の交通事故の増加を受け、職員向けの安全運転研修を実施した。 

年月日 名称・テーマ・講師 参加者(名) 

7. 4. 1 
新規採用職員研修 

「箕面市社会福祉協議会について」                                  
4 

7.31 

役員・評議員研修会 

「社会福祉協議会とは、組織と役員の役割、地域を基盤とした相

談支援の取り組み」 

38 

9. 1 

2日間 

新規採用職員研修 

「箕面市社会福祉協議会の事業について」 
4 

8. 3.10 
職員衛生委員会職員研修「安全運転研修」 

講師：損保ジャパン株式会社 谷本和史氏 
22 

3.16 

3日間 
顔の見える総合相談・支援事業 検証結果共有研修  32 
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７．箕面市社会福祉法人連絡会 

箕面市内にある２０の社会福祉法人２２事業所が会員となり、社協が事務局を担う。社会

福祉法人同士の連絡調整、交流や研修、地域貢献事業への協力等を目的に活動する。 

（１）総会 

年月日 内容 参加事業所 

7. 5.28 

令和6年度事業報告・決算報告 

監査報告 

令和7年度事業計画・予算の承認 

役員改選について 

講演「今さら聞けないDX」 

講師：中小企業診断士・大阪DX推進プロジェクトコンサル

タント 折原正博氏 

14法人 

16事業所 

 

（２）研修会 

年月日 名称・テーマ・講師 参加者(名) 

7. 9.29 
防災研修会「合言葉は、いつもしも」 

講師：一般社団法人 FEEL Do 代表理事 桒原英文氏 
13法人 23 

8. 3.11 

「地域共生社会の推進における社会福祉施設・事業所の役

割と期待」 

講師：ふくしと教育の実践研究所 SOLA 主宰 新崎国広氏 

10法人 15 

 

（３）その他 

 ・歳末たすけあい募金への協力   27,855円 

 ・赤い羽根共同募金寄付つき商品の実施  7事業所 73,570円 

 ・物価高騰および人材確保に係る支援についての要望書を市へ提出 

 

８．認定生活困窮者就労訓練事業 

 一般就労ができない者に対して、本人の状況に応じて就労の場を提供しながら自立的に就

労することができるよう、生活相談窓口と連携して支援した。利用者に対し、１日３時間ま

での作業１回あたり、1,000円を謝礼金として支給した。 

 利用者数 実施回数 

令和 7年度 1名 29回 

令和 6年度 1名 16回 
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地域福祉活動推進事業 

 

１．第３期箕面市地域福祉活動計画の推進 

（１）箕面市地域福祉活動推進委員会（定数：１２名） 開催状況：２回 

地域福祉活動計画の進捗状況の点検・評価の場である「箕面市地域福祉活動推進委員会」を

設置し、計画の進捗状況について話し合った。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 8. 1 

箕面市地域福祉活動計画について 

第3期箕面市地域福祉活動計画の進捗（中間年度における

まとめ） 

第4期箕面市地域福祉活動計画策定に向けて 

会議室 12 

8. 3.17 
第3期箕面市地域福祉活動計画の推進状況について 

第4期箕面市地域福祉活動計画策定に向けて 
会議室 10 

 

（２）地域福祉活動計画推進における社協事務局会議  開催状況：１回 

地域福祉活動推進委員会での進捗確認結果について、社協の事業や取り組みへの反映を検討

するため、社協事務局職員の会議を開催した。地域福祉の財源不足の課題をうけ、赤い羽根共

同募金の使い道を『社協だより』の特集として発信したり、防災訓練等の地域情報を引き続き

社内掲示板で共有するなど、社協内でできる取り組みについて意見交換した。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 5.16 令和6年度第2回地域福祉活動推進委員会報告と意見交換 会議室 12 

 

２．赤い羽根共同募金 箕面市地域支え合いプロジェクト助成金 

赤い羽根共同募金を財源に地域福祉活動計画を推進するための活動を資金面で応援する仕組み

として、令和３年度に設立。令和７年度は１６団体に助成した。 

団体名 事業名 内容 助成額(円) 

シルバーアドバイザ

ー箕面・豊能 

こどもの居場所づくり

と食事の提供を行うこ

ども食堂の開催 

子ども食堂の開催 

164,000 

みんな食堂みのお みんな食堂みのお 子ども食堂の開催 164,000 

みのお東・子ども食

堂の会 

子ども食堂の開催運営 子ども食堂の開催 
164,000 

ほっこり会 めだかの学校・ほっこり

食堂 

子ども食堂の開催 
75,000 

  

２ 地域福祉活動推進事業サービス区分 
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日日好日 地域食堂の開催、多世代

コミュニティ 

地域食堂の開催 
147,000 

グローバルコミュニ

ティ・みのお 

多文化のこども達や不

登校の子が平等に集ま

れる場所づくり 

外国籍や不登校の子どもの交

流の場づくり 60,000 

一般社団法人トナリ

ト 

あちこちカフェ部 子どもが主体の交流の場づく

り 
62,000 

箕面市認知症カフェ

ネットワーク 

認知症カフェネットワ

ーク 

認知症カフェについての研修

開催、及び認知症バーのモデ

ルケースの立ち上げ 

153,000 

小金尾自治会 地域連携防災事業 防災フェスティバルの開催 28,000 

みのお笑顔の会 精神・発達障がい者の家

族会カフェ 

精神・発達障がい者の家族会

カフェの開催 
66,000 

あまやどりのとんね

る 

地域の子どもの放課後

の居場所作り、子どもの

人権擁護支援 

小学生、中学生を対象とした

放課後の居場所づくり 82,000 

バトン！ 学校へ行きづらい、行か

ないことを選択したこ

どもを支える親の居場

所 

学校へ行きづらい、行かない

ことを選択した子どもを支え

る親の交流会の開催 
42,875 

みんなの居場所 

ほっとひといき 

地域のためのあたたか

い居場所 moufu 立ち上

げ、運営事業 

孤独・孤立に陥っている女性

とその子どもたちを対象とし

た昼食会や音楽、アロマ、心理

ワークショップなどの小イベ

ントの開催 

115,000 

あおボランティア部 産前産後の親子とシニ

アのヘルスケアコミュ

ニティづくり 

シニア向けの健康体操教室、

産前産後の親子向けの健康相

談交流会の開催 

80,000 

箕面市の自治会を考

える会 

自治会を考える会の活

動の広報 

これまでの活動を広報するた

め、会のパンフレットの作成・

配布 

11,000 

こどもの笑顔を守る

会～この指とまれ～ 

広げよう 地域の防災

の輪 

防災講座の開催 
63,993 

  合計  16団体 1,477,868 

（令和６年度：１５団体、計 1,479,457円） 
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３．顔の見える総合相談・支援事業（受託事業） 

令和４年度から全小学校区で実施。校区担当職員１名につき２校区を担当。令和６年度からは、

生活相談窓口とペアで、相談から地域づくりまでの一体的な展開（ＣＳＷ機能）に取り組んでい

る。令和７年度は、地域包括支援センターとの情報共有を各圏域で定期的（毎月～隔月）に行い、

地域包括ケアシステムを意識した話し合いを行った。 

また、本事業開始からこれまでを振り返り、今後の方針を確認するため事業検証会（市と社協

の合同事務局）を行い、事業名の変更及び職員の呼称や役割を確立させた。 

 

（１）総合相談（地域活動や個人の生活上の困りごとへの対応） 

・ささえあいステーション（まちかど福祉相談）の開設 

校区内の身近な場所に週１回、午前（９時３０分～１２時）もしくは午後（１３時～１６時）

に「ささえあいステーション」を開設し「まちかど福祉相談」を実施。生活上の困りごと、地域

活動の悩みなどを受け、必要に応じて専門機関へのつなぎや地域活動の紹介等を行った。令和７

年度は、萱野東小校区において大阪大学内（船場東）や西宿南集会所、中小校区において稲ふれ

あいセンターで新たに開設した。 

【開設日時・場所】 

校区 曜日 時間帯 場所 カフェ 

彩都の丘 月曜 午前 コミュニティセンター彩都の丘会館 毎週 

豊川北 月曜 午後 コミュニティセンター豊川北小会館 毎週 

東 水曜 午前 
第 1・3・5週 粟生外院自治会館 聚楽館 

第 2・4週 東生涯学習センター 

2・3 

週目 

豊川南 水曜 午後 
第 1・3週 小野原多世代地域交流センター 

第 2・4・5週 あいあいルームとよみな 
毎週 

萱野東 

月曜 午後 第 2 週 今宮会館 2 週目 

火曜 午後 

第 1 週 西宿南集会所 

第 3 週 コミュニティセンター萱野東小会館 

第 4・5週 大阪大学箕面キャンパス 

3・4・5

週目 

萱野北 火曜 午前 コミュニティセンター萱野北小会館 毎週 

萱野 木曜 午前 コミュニティセンター萱野小会館 
1・3 

週目 

北 火曜 午後 平尾会館 毎週 

中 木曜 午後 
第 1・3週 稲ふれあいセンター 

第 2・4・5週 コミュニティセンター中小会館 

2・4 

週目 

箕面 火曜 午後 

第 1・3・4・5週 コミュニティセンター箕面

小会館 

第 2 週 コミュニティハウス日日好日 

4 週目 

西 月曜 午前 コミュニティセンター西小会館 4 週目 
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南 水曜 午前 

第 1 週 コープ箕面店 

第 2・3・5週 北部・西南高齢者くらしサポー

ト内 

第 4 週 咲くらのかけはし 

3 週目 

西南 木曜 午前 西南生涯学習センター 1 週目 

止々呂美 水曜 午後 

第 1・3・5週 スノーピーク箕面自然館 

第 2・4週 箕面森町ピースガーデンコミュニ

ティハウス 

毎週 

※5 週

目除く 

 

【年間相談実績】                             (件) 

圏

域 

相談者の

校区 

相談 

件数 

相談経路 

ステーシ

ョン来所 

社協本部

来所 

電話 メール・は

がき 

地域 

訪問時 

訪問・出張 

東部 57 18 6 20 - 3 10 

  

  

  

彩都の丘 2 1 1 - - - - 

豊川北 23 4 2 9 - - 8 

東 33 13 4 11 - 3 2 

中東部 50 20 2 21 - 4 3 

  

  

  

豊川南 18 5 2 7 - 3 1 

萱野東 22 9 - 11 - 1 1 

萱野北 10 6 - 3 - - 1 

中西部 74 31 6 25 1 1 10 

  

  

  

萱野 30 10 3 11 1 - 5 

北 26 10 - 10 - 1 5 

中 18 11 3 4 - - - 

西部 67 17 5 39 1 3 2 

  

  

箕面 42 9 5 24 1 1 2 

西 25 8 - 15 - 2 - 

北部西南 55 16 1 15 2 9 12 

  

  

  

南 28 10 - 8 - 6 4 

西南 22 3 1 7 2 3 6 

止々呂美 5 3 - - - - 2 

市外・不明 19 4 3 11 1 - - 

合計 323 106 23 131 5 20 37 
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【相談内容の内訳】                            (件) 

圏
域 
 

相
談
者
の
校
区 

地域 個人 

 

相 談 分 類 対応終了 対
応
中 

 

相談分類 対応終了 対
応
中 活

動
全
般 

地
域
の
困
り
ご
と 

情
報
提
供 

つ
な
ぎ 

取
り
組
み
支
援 

シ
ー
ズ 

高
齢 

障
害 

子
ど
も 

外
国
人 

生
活
困
窮 

医
療
・
保
健 

生
活
上
の
相
談 

情
報
提
供 

つ
な
ぎ 

取
り
組
み
支
援 

シ
ー
ズ 

生
活
相
談
窓
口
と

ケ
ー
ス
対
応 

東部 14 12 2 11 - - 1 2 44 31 4 5 - - - 4 35 4 - - 4 1 

  

  

  

彩都の丘 - - - - - - - - 2 1 - - - - - 1 2 - - - - - 

豊川北 6 5 1 4 - - - 2 17 14 1 1 - - - 1 14 1 - - 1 1 

東 8 7 1 7 - - 1 - 25 16 3 4 - - - 2 19 3 - - 3 - 

中東部 15 15 - 10 1 1 2 1 35 26 - 1 - 1 - 7 29 1 - - 3 2 

  

  

  

豊川南 5 5 - 3 - - 2 - 13 9 - - - - - 4 11 - - - 2 - 

萱野東 8 8 - 6 1 - - 1 14 12 - 1 - - - 1 12 1 - - - 1 

萱野北 2 2 - 1 - 1 - - 8 5 - - - 1 - 2 6 - - - 1 1 

中西部 18 16 2 14 3 - 1 - 56 45 7 - - 1 - 3 42 5 - - 2 7 

  

  

  

萱野 11 10 1 11 - - - - 19 15 3 - - - - 1 15 1 - - 1 2 

北 4 3 1 2 2 - - - 22 19 1 - - 1 - 1 15 1 - - 1 5 

中 3 3 - 1 1 - 1 - 15 11 3 - - - - 1 12 3 - - - - 

西部 14 13 1 7 2 1 3 1 53 38 5 4 - - - 6 35 5 - - 2 11 

  

  

箕面 9 8 1 4 2 1 2 - 33 25 4 4 - - - - 20 1 - - 2 10 

西 5 5 - 3 - - 1 1 20 13 1 - - - - 6 15 4 - - - 1 

北部西南 18 16 2 7 4 - 2 5 37 21 4 1 - 1 - 10 25 7 - - 5 0 

  

  

  

南 13 11 2 5 4 - 2 2 17 8 3 - - - - 6 11 2 - - 4 - 

西南 4 4 - 2 - - - 2 16 12 - - - 1 - 3 11 4 - - 1 - 

止々呂美 1 1 - - - - - 1 4 1 1 1 - - - 1 3 1 - - - - 

市外・不明 6 6 - 4 1 - 1 - 13 12 - - - - - 1 9 2 - - 1 1 

合計 85 78 7 53 11 2 10 9 238 173 20 11 - 3 - 31 175 24 - - 17 22 

 

 

（２）地域訪問（地域のボランティア活動等の把握と関係づくり） 

地域に存在する様々な団体を訪問し、顔の見える関係づくりと情報収集を進めた。 

令和７年度は自治会、マンション管理組合、小中学校や高校、市立小中学校 PTA等を対象に

したほか、地域課題や活動に応じて様々な団体や事業所等の訪問を行った。訪問方法としては

自宅や活動場所への訪問、電話での聞き取りを基本としたが、マンション管理組合については

アンケートを実施した。 

また、生活相談窓口職員と共に民生委員・児童委員へのアセスメントを行った。 
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地域訪問を通して得た情報は、地域特性、人口等の基礎情報や地域団体の情報をまとめた

「地域情報シート」として校区ごとに作成し、ホームページで公開した。 

 

【地域訪問実施状況】                         (件) 

訪問先 対象数 訪問数 訪問不可数 

① 学校（小・中学校・高校） 26 26 0 

② PTA（市立小・中学校） 20 20 0 

③ 自治会 322 270 52 

④ マンション管理組合 88 40 48 

⑤ よりそい隊 134 133 1 

⑥ 地域団体 105 103 2 

⑦ 民生委員・児童委員 166 166 0 

合計 861 758 103 

※「訪問不可」は、訪問の拒否や連絡がつかずに手紙投函のみで終了したもの。 

 

・学校への地域訪問 

令和７年度は、学生の福祉意識の醸成や地域活動への参加拡大を図るため、ボランティアセ

ンター職員とともに訪問し、学校側の「福祉体験学習」に対する認識の確認や、学生がボラン

ティアに参加するための情報アクセスや環境条件等の聞き取りも行った。 

 

【ボランティアセンター職員とともに訪問した学校】     （件） 

学校区分 学校名 訪問数 

小学校 東小、萱野北小、中小、箕面小 4 

中学校 第四中、第五中 2 

高校 箕面自由学園高校、箕面東高校 2 

合計 8 

 

（３）ささえあい推進会議の開催（地域のネットワークづくりや地域課題の共有） 

① 小地域ささえあい会議の開催 

隣近所・自治会等のエリアで、自治会や地域団体、福祉専門職とのつながりを作ることを目

的に「小地域ささえあい会議」を行った。参加者同士、所属団体の課題を出し合い、地区福祉

会や民生委員・児童委員を中心とした地域活動や福祉専門職の役割などについて、参加者が知

る機会となっている。令和７年度は、校区の現状を踏まえ、地区福祉会と相談しながら開催エ

リアを決めて実施した。 
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【小地域ささえあい会議実施状況】 

校区 エリア分けや開催理由等 エリア 年月日 出席者(名) 

豊川北 ＜校区内全エリアで開催＞ 

旧村エリアと新興住宅エリア、戸

建てと集合住宅など 4 エリアに分

け、福祉会役員幹事会に参加して

いる自治会と不参加の自治会を混

ぜた形で、情報共有、意見交換を行

うために開催 

粟生間谷西 2、5～6

丁目 

7. 7.29 10 

粟生間谷西 4丁目 10.11 13 

粟生間谷東・ 

彩都粟生南 

11.13 8 

粟生間谷西 7丁目・

粟生間谷 1、5丁目 

11.29 11 

東 ＜一部エリアで開催＞ 

福祉会幹事会に不参加の自治会が

あるエリアを中心に開催 

粟生外院 2～5丁

目・粟生新家 5丁目 

11.30 10 

豊川南 ＜一部エリアで開催＞ 

高齢化が進んでいるエリアで開催 

小野原東 5～6丁目 10. 4 23 

萱野東 ＜一部エリアで開催＞ 

新築マンションが増え、自治会加

入率の低いエリアで開催 

船場東 9.20 18 

萱野北 ＜一部エリアで開催＞ 

高齢化が進んでいる山麓線から北

側エリアで開催 

如意谷 3～4丁目 12. 5 13 

萱野 ＜一部エリアで開催＞ 

戸建て住宅が多く、高齢化が進ん

でいるエリアで開催 

萱野・坊島東 11.29 14 

坊島西 12. 6 14 

中 ＜一部エリアで開催＞ 

居場所がない校区南部で開催 

稲 4～6丁目・ 

船場西 3丁目 

12.13 14 

西 ＜一部エリアで開催＞ 

最も自治会が多いエリアと坂道が

多く、居場所がないエリアで開催 

新稲 5～7丁目・ 

桜ヶ丘 1丁目 

11.29 14 

箕面 1、6～8丁目・

温泉町・箕面公園 

12.13 15 

西南 ＜校区内全エリアで開催＞ 

校区を 3つのエリアに分け、自治

会と地域団体、福祉専門職の関係

づくり、自治会同士の関係づくり

を目的に開催 

半町 1～3丁目  11.30 10 

瀬川 1～3丁目  12.13 9 

瀬川 4～5丁目・ 

半町 4丁目 

 12.19 10 
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 ② 校区別ささえあい推進会議の開催 

年１回、校区ごとに地域の現状や課題を共有し、課題解決に向けて話し合うため開催して

いる。令和７年度は、地域で孤立し、必要な支援が届いていない住民に目を向けた地域づく

りを目指すため、個別支援の福祉専門職の声をまとめた資料をもとに意見交換を行った。ま

た、今回挙がった意見については、令和８年度が策定年度である第４期地域福祉活動計画に

反映する。 

【開催状況】 

年月日 校区 場 所 出席者(名) 

8. 1.18 東 コミュニティセンター「みどりの家」 55 

1.23 萱野東 コミュニティセンター「灯ろうの家」 43 

1.31 彩都の丘 彩都の丘学園 3階 多目的室 28 

2. 6 北 箕面文化交流センター 北館 34 

2. 8 中 中小学校 4階 大会議室 35 

2.13 南 コミュニティセンター「桜のまちの家」 42 

2.15 萱野 総合保健福祉センター分館 2階 講堂 39 

2.15 西 コミュニティセンター「星座の家」 43 

2.18 箕面 コミュニティセンター「日時計の家」 34 

2.20 豊川南 多文化交流センター 2階 講座室 49 

2.20 西南 西南生涯学習センター 1階 ホール 42 

2.22 止々呂美 スノーピーク箕面自然館 24 

2.28 萱野北 コミュニティセンター「如意谷の里」 27 

2.28 豊川北 コミュニティセンター「鐘の鳴る家」 43 

合計 538 

【参加団体別人数】 

参加団体 出席者(名)  参加団体 出席者(名) 

地区福祉会 118  防犯委員会 2 

民生委員・児童委員 60  保護司会・更生保護女性会 9 

自治会・マンション管理組合 34  当事者団体 5 

青少年を守る会 17  生活関連事業所 16 

青少年指導員 4  ボランティア・ＮＰＯ 47 

ＰＴＡ 7  医療・介護・福祉サービス事業所 66 

こども会 1  幼・保・小・中学校など 32 

老人クラブ 17  行政 35 

コミセン管理運営委員会 13  市議会議員 7 

地区防災委員会 3  その他 45 

   合計 538 
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その他の内訳：ふれあいホームサービス協力会員、国際交流協会、生涯学習センター、 

ヒューマンズプラザ、消防団、教会、一般住民、社協理事等 

 

③ ささえあいステーション職員が支援した各校区の取り組み 

住民や事業所を主体とした新たな取り組みの実現に向け、校区担当の職員が情報提供や話し

合いの場を設定する等、必要に応じてコーディネートを行った。 

【ささえあいステーション職員が支援した取り組み数】         （件） 

校区 居場所 見守り 
つながり

拡大 
防災 

地域団体

連携 
その他 合計 

彩都の丘 - - 2(2) - - 1(1) 3(3) 

豊川北 - - - - 1(1) 1(1) 2(2) 

東 1(1) - - - 2(2) - 3(3) 

豊川南 1(1) -  -  - 1(1) 1(1)  3(3) 

萱野東 2(2) - 1 1(1) - - 4(3) 

萱野北 - - 1(1) - - 1 2(1) 

萱野 1(1) 1(1) 1 - - - 3(2) 

北 1(1) - 1(1) 1 - - 3(2) 

中 1  2(1) - - - 3(1) 

箕面 2(1) 1 1(1) - - - 4(2) 

西 1(1) - - 1 1  3(1) 

南 3(3) - - 1 - 1(1) 5(4) 

西南 2(2) - - - 1 - 3(2) 

止々呂美 2 - - - 1(1) - 3(1) 

合計 17(13) 2(1) 9(6) 4(1) 7(5) 5(4) 44(30) 

※（ ）内の数字は終了件数 

 

(４) 個別支援の福祉専門職との連携 

① 生活相談窓口との CSW機能の推進 

令和６年度から、生活困窮者等の「個別支援」を担う生活相談窓口職員と「地域支援」を担

うささえあいステーション職員が校区単位でペアとなり、困りごとを抱えた世帯に対して、専

門機関による支援だけではなく地域住民における支え合い活動と一体となった支援を行うこと

で、相談から地域づくりまでの展開（ＣＳＷ機能）を目指す体制を整えた。とりわけ、ひきこ

もりなど社会的孤立のかたを参加支援事業対象者とし、本人・家族へのアプローチだけでな

く、地域住民や事業所等にも困りごと（課題）の共有や地域活動の受け入れ、見守り協力など

の働きかけを行い、個々の状況に応じた支援を行った。 
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【参加支援事業 対象者実人数（名）】 令和７年度 35名（令和６年度 57名） 

東部 中部 西部 

彩都の丘 - 萱野北 1 箕面 3 

豊川北 6 萱野 2 西 4 

東 4 北 3 南 2 

豊川南 2 中 2 西南 4 

萱野東 2   止々呂美 - 

小計 14 小計 8 小計 13 

 

② 地域包括支援センターとの CSW機能の推進 

令和７年度から、各圏域の地域包括支援センターとおおむね隔月に 1 回程度の頻度で共有の場

を設けた。 

地域包括支援センターからは「制度のみでは解決が難しいケース」や支援現場の課題を、ささ

えあいステーションからは地域活動の状況を共有し、年間テーマとして「認知症カフェ」を取り

上げ、意見交換を行った。 

圏域 実施回数 

東部 4回（7月、9月、11月、1月） 

中東部 4回（7月、9月、11月、3月） 

中西部 6回（6月、7月、10月、12月、1月、3月） 

西部 4回（6月、10月、12月、2月） 

北部・西南 4回（7月、10月、12月、3月） 

 

③ 子ども・子育て支援機関へのヒアリング 

 令和７年度校区別ささえあい推進会議に向け、子ども及び子育て世帯を支える支援機関へのヒ

アリングを行い、地域課題や必要な社会資源について聞き取りを行った。 

 

【聞き取りを行った支援機関】 

・市子どもすこやか室 

・市児童相談支援センター 

・スクールソーシャルワーカー 

 

（５）事業検証会の開催 

事業開始から７年目を迎えた令和７年度、事業委託元の市との合同事務局にて、本事業と関わ

りの深い地区福祉会や民生委員・児童委員と共に事業検証会を実施した。検証結果をもとに「事

業説明冊子」を作成し、令和８年度は住民や福祉専門職等に幅広く周知していく。 
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【事業検証会の開催状況】 

会議 年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

第1回 

事業検証会 
7. 7.11 

事業が生まれた背景 

事業概要・変遷の共有 

事例を通しての検証 会議室 

11 

第2回 

事業検証会 
8.22 

事例を通しての検証 

職員の役割について 
11 

全体事業検証会 11. 7 

これまでの事業検証の総括 

＜アドバイザー＞ 

神戸学院大学 准教授 川本健太郎氏 

箕面市立病院

いろはホール 
86 

第3回 

事業検証会 
12.12 

全体事業検証会の振り返り 

事業説明冊子（案）について 

事業名、職員の呼称について 

会議室 10 

※上記のほか、地区福祉会会長会や、社協と民生委員児童委員協議会三役との意見交換会でも議

論を行った。 

 

（６）広報 

地域で行われている支え合い活動を社協だよりや社協ホームページに掲載したほか、ささえ

あい通信を発行した。 

【ささえあい通信 掲載記事】 

No 内容 

第 12号 

（11月発行） 

10,000部 

事業所が地域と連携して実施する地域貢献活動を紹介 

事業所が地域団体とともに行う児童登下校の見守り活動 

事業所が「ささえあい推進会議」に参加し地域住民との話し合いを行う 

事例 

事業所が店舗敷地内に地域交流スペースを建設し地域活動を広げてい

る事例 

みのお見守り支援システム「よりそい隊」の紹介 

第 13号 

（2月発行） 

9,500部 

事業所が社会福祉協議会と連携して実施する地域貢献活動を紹介 

ひきこもり状態にあるかたを「職場見学や職場体験」で受け入れている

事例 

ひきこもり状態にあるかたが「職場見学や職場体験」から就労に繋がっ

た事例 

「ひきこもり相談窓口」の紹介 
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４．彩都の丘学園地区福祉会の設立 

 令和７年４月、彩都の丘学園地区福祉会が立ち上がり、市内１４小学

校区すべてに地区福祉会が設立された。６月には彩都の丘学園内に地域

福祉活動拠点も設置され、活動の基盤が整った。コミュニティカフェ、

敬老のつどい、公式 LINE アカウントによる地域情報の発信など、初年

度から様々な活動が展開された。 

 

５．小地域ネットワーク活動 

（１）個別援助活動 

一声訪問員や地区福祉会ボランティアにより、高齢者等への定期的な声かけ見守り活動を行

い、地域によっては見舞品などを配布して友愛訪問を行った｡ 

・一声訪問事業 

一声訪問員が、訪問を希望するひとり暮らしの高齢者等を月１回程度訪問し見守り活動を

行った。 

【各地区の活動状況】 

地区 
訪問員数(名) 利用者数(名) 

地区 
訪問員数(名) 利用者数(名) 

7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 7年度 6年度 

彩都の丘 - - - - 北 6 6 2 5 

豊川北 12 12 74 85 中 6 6 5 11 

東 11 10 15 17 箕面 - - - - 

豊川南 3 3 8 9 西 - - - - 

萱野東 3 3 7 7 南 1 2 1 1 

萱野北 7 7 8 13 西南 5 6 15 16 

萱野 9 9 6 10 止々呂美 - - - - 

     合計 63 64 141 174 

※彩都の丘、箕面、西、止々呂美は一声訪問員の設置なし。 

 

・友愛訪問 

見守り活動の一環として、ひとり暮らし高齢者等に季節の品や手紙等を配布しながら声かけ

活動を行った。 

【各地区の友愛訪問実施状況】 

地区 活動概要 
のべ対象者

数(名) 
回数(回) 

のべ活動者

数(名) 

豊川南 松たけごはん配食 65 1 13 

萱野東 一声対象者に暑中見舞い、寒中見舞い 12 2 6 

萱野 サロン開催のお知らせ訪問 454 11 131 

箕面 お元気ですか、花鉢配布、寒中見舞 1,092 3 142 
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南 年末の見守りとしてお菓子のお届け 737 2 40 

西南 暑中見舞い、寒中見舞い 432 2 36 

合計 
令和 7年度 2,792 21 368 

令和 6年度 3,977 42 565 

 

（２）グループ援助活動 

地区福祉会が中心となり、孤立予防や交流の場として、サロンやコミュニティカフェ、子ど

も食堂等を開催した。 

 

（上段：令和７年度、下段：令和６年度） 

地区 

いきいきサロン等 

（高齢者対象） 
子育てサロン 

コミュニティカフェ等 

（誰でも参加可能） 

場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ 

参加者 

数(名) 

場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ 

参加者 

数(名) 

場所 

(か所) 

回数

(回) 

のべ 

参加者 

数(名) 

彩都の丘 
1 21 133 － － － 3 72 796 

－ － － － － － － － － 

豊川北 
（※）8 121 1,514 1 20 199 2 53 610 

10 149 1,837 1 17 170 5 95 955 

東 
6 33 399 1 10 227 − − − 

9 73 584 1 10 195 − − − 

豊川南 
1 2 83 2 10 130 5 99 2,141 

1 3 140 3 10 178 6 97 1,921 

萱野東 
6 36 433 1 8 35 7 107 761 

6 36 639 1 8 75 8 108 776 

萱野北 
2 24 418 − − − 3 73 1,209 

3 26 375 − − − 2 42 807 

萱野 
10 110 1,041 − − − 2 68 1,093 

10 110 1,082 − − − 2 68 1,026 

北 
− − − − − − 2 49 947 

− − − − − − 2 53 849 

中 
2 38 705 1 12 250 3 37 448 

2 46 764 1 12 230 2 33 315 

箕面 
3 17 220 1 8 214 2 19 722 

3 17 231 1 8 192 2 19 553 

西 
9 73 787 1 11 98 2 9 69 

8 62 523 1 11 129 1 11 151 
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南 
8 111 978 1 11 98 1 24 261 

5 64 481 1 12 223 4 60 655 

西南 
2 19 492 − − − 1 12 286 

2 18 340 − − − 1 15 293 

止々呂美 
2 45 481 2 15 231 3 39 288 

2 50 506 1 24 166 2 24 286 

合計 
60 650 7,684 11 105 1,482 36 661 9,631 

61 654 7,502 11 112 1,558 37 625 8,595 

（※）豊川北･･･東部地域包括支援センターとともに開催した「認知症カフェ」含む 

 

地区 

高齢者食事会 子ども食堂 世代間交流 

場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ 

参加者数

(名) 

場所

(か所) 

回数

(回) 

のべ 

参加者 

数(名) 

場所 

(か所) 

回数

(回) 

のべ 

参加者 

数(名) 

彩都の丘 
− − − − − − 3 3 6,300 

− − − − − − - - - 

豊川北 
- - - - - - 1 1 68 

− − − − − − 1 1 69 

東 
− − − − − − 1 1 1,500 

− − − − − − 1 1 1,500 

豊川南 
1 1 36 1 12 1,108 1 1 105 

1 2 57 1 12 1,168 1 1 100 

萱野東 
− − − − − − 1 53 307 

− − − − − − 1 51 292 

萱野北 
− − − − − − 2 2 65 

− − − − − − 2 2 76 

萱野 
1 2 103 − − − 1 1 213 

1 1 59    1 1 286 

北 
− − − − − − 1 1 350 

- - - - - - 2 2 300 

中 
1 1 35 − − − 2 14 248 

1 1 33 − − − 2 14 203 

箕面 
1 1 55 − − − 1 1 90 

1 1 55 - - - 3 1 78 

西 
− − − 1 9 540 1 3 300 

− − − 1 13 488 1 1 117 

南 
2 2 115 − − − − − − 

2 2 110 − − − − − − 
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西南 
− − − − − − 1 1 360 

− − − − − − 1 1 360 

止々呂美 
3 3 37 − − − - - - 

− − − − − − 1 4 130 

合計 
9 10 381 2 21 1,648 16 82 9,906 

6 7 314 2 25 1,656 17 80 3,511 

 

６．地区敬老事業 

令和７年度は、９地区で「地区敬老会」、４地区（東、萱野北、箕面、西）で「高齢者つながり

見守り推進事業（記念品配布）」を行い、令和７年度に設立した彩都の丘学園地区では、市内で

初めて「高齢者ふれあい広場事業」を実施した。また、東、萱野北、西小地区では「高齢者つなが

り見守り推進事業」と併せて、交流イベントを開催した。 

対象者は９月１日時点で、７５歳以上の高齢者（市内 21,937名）。 

・地区敬老会開催（９地区） 

開催日 地区 場所 参加者(名) 対象者(名) 従事者(名) 

7. 9.13 中 中小学校体育館 153 1,731 27 

9.15 止々呂美 
とどろみの森学園 

アリーナ 
58 225 24 

9.28 豊川北 豊川北小学校体育館 249 1,790 120 

10.11 
豊川南 多文化交流センター 83 1,526 25 

南 南小学校体育館 226 1,850 63 

10.19 
萱野東 萱野東小学校体育館 186 1,975 36 

西南 西南小学校体育館 184 2,200 93 

10.25 
豊川南 多世代地域交流センター 94 1,526 24 

萱野 メイプルホール 165 1,789 40 

10.26 北 メイプルホール 180 1,214 80 

・高齢者ふれあい広場事業（１地区） 

  高齢者の作品展示や活動発表を設ける取り組み。 

開催日 地区 内容 対象者(名) 

7.10.25 彩都の丘 高齢者表彰、シニア作品展示、健康相談など 124 

・高齢者つながり見守り推進事業（記念品配布）（４地区） 

配布期間 地区 内容 対象者(名) 

9月 東 

記念品：今治タオル詰め合わせセット 

「粟生ぞらまつり」内で高齢者表彰実施 

高齢者向けイベント「みんなで歌おう！」を実施

（10/25） 

2,306 
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9月中旬 萱野北 
記念品：記念タオル 

敬老の式典として高齢者表彰後、懇親会を開催 
1,119 

9月下旬 箕面 
記念品：保冷バッグ 

卒寿対象者へバスタオルとカードを添えて配布 
1,771 

9月 西 
記念品：即席味噌汁 

敬老の集い「わくわくコンサート」を開催（10/26） 
2,317 

 

７．おせち料理配食事業 

７５歳以上のひとり暮らしのかた、８０歳以上の高齢者世帯、障害者のみの世帯、障害者と７

５歳以上の世帯等に、地区福祉会または民生委員･児童委員を通じておせち料理を配食し、社会

的に孤立しがちな年末に見守りを実施した。おせち料理には、祝い箸と学童保育児童による

手作りの手紙を添えて配布した。 

 

【地区別おせち料理利用者内訳】 

地区 
独居高齢

者(名) 

高齢者 

世帯(名) 

障害者 

世帯(名) 

障害者・ 

高齢者世帯(名) 

その他

(名) 

合計(名) 

７年度 6年度 

彩都の丘 1 - - - - 1 1 

豊川北 50 17 - - 4 71 56 

東 44 22 1 2 - 69 62 

豊川南 12 6 - 2 - 20 22 

萱野東 14 20 - 1 1 36 33 

萱野北 11 2 - - - 13 17 

萱野 26 11 - - 1 38 27 

北 21 13 - 4 - 38 32 

中 31 14 2 3 1 51 34 

箕面 44 16 5 - - 65 65 

西 21 13 2 2 - 38 49 

南 33 13 1 1 - 48 46 

西南小 30 6 4 2 1 43 43 

止々呂美 4 1 - - - 5 - 

合計 342 154 15 17 8 536 487 
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８．地区福祉会会長会（定数：１４名） 開催状況：５回 

地区福祉会活動にかかる諸問題の解決と情報共有、及び社協事業の効果的な実施を図ることを

目的に、地区福祉会会長会を開催した。 

 

年月日 主な議題 会場 出席(名) 

7. 5.16 

社協事務局新年度体制について 

救急安心カードについて（市地域福祉室）               

高齢者表彰について（市高齢福祉室）  

各地区福祉会活動について                    

彩都の丘学園地区福祉会の立ち上げ 

地区敬老事業について 

令和6年度 地域福祉活動推進委員会について（報告）       

顔の見える総合相談・支援事業実施状況について                      

会議室 14 

7.18 

避難行動要支援者名簿について（市市民安全政策室）  

顔の見える総合相談・支援事業 事業検証について 

社協活動協力金について（意見交換） 

会議室 14 

11.21 

救急安心カードについて（市地域福祉室） 

地区敬老事業について 

おせち料理配食事業について 

顔の見える総合相談・支援事業検証について 

社協活動協力金について         

会議室 14 

8. 1.16 

おせち料理配食事業について              

顔の見える総合相談・支援事業について 

令和8年度箕面市社会福祉協議会事業計画について 

会議室 13 

3.13 

令和8年度地区福祉会の予算編成について 

社協活動協力金について 

顔の見える総合相談・支援事業実施状況について 

コミュニティセンター利用における市への要望について 

会議室 13 

 

９．地域福祉活動拠点利用状況一覧 

地区福祉会をはじめとした地域団体が、会議や作業のほか、サロン活動の場として拠点を活用

した。 

利用団体： 地区福祉会、民生委員児童委員協議会、老人クラブ、青少年を守る会、青少年指

導員、更生保護女性会、婦人会、こども会、ＰＴＡ、自治会、地区防災委員会、

コミュニティスポーツクラブ、ボーイスカウト、おやじの会、サタデースクー

ル、ボランティアグループ等 
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拠点名 利用内容 

合計 

拠点名 利用内容 

合計 

回数

(回) 

のべ人

数(名) 

回数

(回) 

のべ人

数(名) 

さくらルーム 

みなみ（南） 

H14開所 

会議・打

ち合わせ 
43 421 ルーム北 

（北） 

H18開所 

R6.10月移転 

会議・打

ち合わせ 
9 46 

サロン等 77 1,004 サロン等 1 15 

その他 36 332 その他 3 18 

合計 156 1,757 合計 13 79 

あっとほーむ 

ＷＡＯ 

（豊川北） 

H14開所 

会議・打

ち合わせ 
45 385 萱野東れんげ 

ルーム 

（萱野東） 

H20開所 

会議・打

ち合わせ 
32 408 

サロン等 - - サロン等 - - 

その他 33 302 その他 40 163 

合計 78 687 合計  72 571 

ほっとルーム 

せいなん 

（西南） 

H14開所 

会議・打

ち合わせ 
57 319 

あいあい 

ルーム 

とよみな 

（豊川南） 

H21暫定 

H25移転 

会議・打

ち合わせ 
48 555 

サロン等 - - サロン等 48 1,463 

その他 54 149 その他 26 288 

合計 111 468 合計 122 2,306 

日時計ルーム 

みのお 

（箕面） 

H15開所 

会議・打

ち合わせ 
59 563 かや北 

福祉サロン 

（萱野北） 

H22開所 

会議・打

ち合わせ 
17 164 

サロン等 - - サロン等 3 22 

その他 116 360 その他 28 89 

合計 175 923 合計 48 275 

ひがし 

ふれあい 

ルーム 

（東） 

H15開所 

会議・打

ち合わせ 
103 601 

止々呂美 

ふれあい 

ルーム 

（止々呂美） 

H23開所 

会議・打

ち合わせ 
41 145 

サロン等 109 656 サロン等 37 168 

その他 165 650 その他 11 25 

合計 377 1,907 合計 89 338 

星座ルーム西 

（西） 

H16開所 

会議・打

ち合わせ 
94 940 

かやのプラザ 

（萱野） 

H25開所 

会議・打

ち合わせ 
38 447 

サロン等 113 2,393 サロン等 13 192 

その他 94 205 その他 62 93 

合計 301 3,538 合計 113 732 

なかよし 

ルーム 

なか（中） 

H16開所 

会議・打

ち合わせ 
28 240 Scab 

（エスキャブ） 

（彩都の丘） 

R7開所 

会議・打

ち合わせ 
3 28 

サロン等 21 364 サロン等 - - 

その他 31 134 その他 6 14 

合計 80 738 合計 9 42 

   

合計 

会議・打ち合わせ 617 5,262 

サロン等 422 6,277 

その他 705 2,822 

計 1,744 14,361 

（令和６年度実績合計 1,770回 12,928名） 
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【個別相談件数】 

【職場見学・職場体験受け入れ事業所数 

【見守り情報ラック設置事業所】 

１０．みのお見守り支援システム『よりそい隊』 

市内で活動している事業所や商店に見守り活動の協力を得る仕組みとして実施。登録事業所は

普段の業務において何か異変を発見した時に社協へ連絡し、社協は連絡を受けて関係機関への連

絡・確認・調整等の対応を行っている。見守り活動以外にも、ひきこもりのかたの職場体験（就

労への一歩を踏み出す場）など、様々な活動において連携している。 

（単位：件） 

【登録事業所数（校区別）】      【登録事業所数（業種別）】 

校区 7年度 6年度  業種区分 7年度 6年度 

彩都の丘 - -  公共事業 13 13 

豊川北 11 11  金融・不動産・建設業 22 22 

東 22 22  小売業 59 60 

豊川南 27 27  医療・福祉業 114 116 

萱野東 35 35  配達・宅配業 18 17 

萱野北 6 6  飲食業 30 33 

萱野 24 25  サービス業 15 15 

北 41 41  製造業 1 1 

中 24 23  その他事業 6 5 

箕面 24 24  施設管理 1 1 

西 18 19  寺社・教会 9 9 

南 24 26  合計 288 292 

西南 9 9     

止々呂美 4 4    

市外 19 20  
設置事業所数 

7年度 6年度 

合計 288 292  124  125  

 

【ささえあい推進会議の参加件数】                                

校区 7年度  
受け入れ事業所数 

7年度 6年度 

彩都の丘 -  32 30 

豊川北 -      

東 2      

豊川南 -      

萱野東 2   内容 7年度 6年度 

萱野北 -   認知症 2 10 

萱野 2   生活支援 4 7 

北 3   見守り 4 6 

中 1   居場所 2 - 

箕面 2   団体課題 2 - 

西 2   ひきこもり 1 1 

南 4   その他 5 4 

西南 1   合計 20 28 

止々呂美 1      

合計 20      
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１１．ボランティアセンター運営事業 

（１） ボランティアセンター運営委員会（定数：１０名） 開催状況：２回 

ボランティアセンターで進める事業における課題や今後の展開について話し合った。 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 6.24 

令和6年度ボランティアセンター実施事業について 

令和7年度ボランティアセンター実施事業について 

①年間スケジュール 

 ②学生の福祉意識向上及び活動参加拡大に向けての 

  アプローチ 

 ③箕面市地域支え合いプロジェクト助成金について 

会議室 9 

12.22 

令和7年度事業について（中間報告・下半期予定）          

箕面市地域支え合いプロジェクト助成金の一部見直しに

ついて 

学校における福祉体験学習、若い世代の活動参加に向け

たアプローチ 

会議室 8 

 

（２）ボランティア相談、登録の状況 

【相談件数】 

内容 相談経路 件数(件) 特記事項（内訳等） 

ボランティアしたい   45  

 本人 36 学生（高校生、大学生、専門学校生 21、 

20～50代 12、60代 3、70代 3、不明 6 家族 9 

ボランティアグループ -  

学校・事業所 1 学校 1 

ボランティアにきてほしい 22  

 公共施設 1 高校 

医療・介護事業所 8 高齢施設 5、障害者施 2、病院 1 

ボランティアグループ 5  

個人 8 傾聴、余暇活動など 

その他 38  

 寄附 28 食料品・野菜・日用品の寄附など 

グループ活動支援 7 グループ・学校・事業所の困りごと 

個人の困りごと 3 心配な人がいるなど 

計 105 （令和 7年度 108件） 

 

 

 

32



 

【ボランティア登録者数】 

登録区分 令和 7年度 令和 6年度 

個人登録 

(名) 

前年度から継続 97 
110 

82 
97 

新規登録 13 15 

グループ登録

(団体) 

前年度から継続 55 
55 

58 
60 

新規登録 - 2 

 

【運転ボランティア調整の状況】 

サロン数(か所) のべ利用数(回) のべ利用者(名) 

3 28 89 

 

なお、運転ボランティアには職員衛生委員会が主催する当法人職員向け安全運転研修(令和８

年３月１０日開催)を案内し、受講を呼びかけた。(運転ボランティア出席者２名) 

 

（３）ボランティアの育成 

・ボランティア体験プログラム 

学生やボランティアを始めてみたい人へのきっかけづくりを行った。 

実施期間：７月１日～１１月３０日 参加者：のべ 14名。 

（令和６年度 のべ１２名） 

活動名 実施日 
のべ 

(名) 

内訳（名） 

学生 20～50代 60代以上 

ほっこりカフェ 7. 7.25 1 1 - - 

IMAMIYA TETORIYA 7.27 1 1 - - 

日日好日 8. 2 1 - 1 - 

こどもサロン未来 8. 6 

9.27 

2 2 - - 

いろは食堂 8.16 3 2 1 - 

フードドライブ 9. 4 1 - 1 - 

彩カフェ 9. 8 

9.22 

9.29 

3 3 - - 

みのお東わいわい食堂 9.27 1 1   

親子陽気ふれあい食堂 10.11 １ 1 - - 

合計 のべ 12日 14 11 3 - 
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・要約筆記講習会 

市障害福祉室、障害者福祉センターささゆり園と共催。３回の連続講座だが、１回目について

は要約筆記を知ってもらう内容で会場参加とオンライン参加の併用形式で開催し、市職員研修

も兼ねた。参加者は、のべ２５名。（令和６年度 のべ３９名） 

年月日 内容 講師等 会場 
出席者 

(名) 

7.10 .8 
難聴ってどういうこと？ 

体験談と関わりの方法 

箕面難聴者サークル「木かげ」   

谷口 学 氏 

箕面要約筆記サークル「もみじ」  

障害者福祉

センター 

ささゆり園 

15 

（10） 

10.15 手書き要約筆記体験 箕面要約筆記サークル 

「もみじ」  

3 

10.22 パソコン要約筆記体験 5 

（ ）はオンライン出席者の内数 

・傾聴ボランティア養成講座 

福祉施設や在宅でニーズの高い傾聴ボランティア養成に向けて開催。３回連続講座。 

参加者は、のべ８２名。（令和６年度 のべ４０名） 

年月日 内容 講師等 会場 出席者(名) 

7.11.11 「傾聴」とは？ 

吹田傾聴ほほえみ 

長谷川美津代 氏 
講堂 

28 

11.25  傾聴を体験してみよう 25 

12. 2 
施設訪問による傾聴と在宅訪問に

よる傾聴の違い 
29 

 

在宅での傾聴ボランティア活動については、令和５年度より中東部地域包括支援センター圏

域をモデルに開始し、令和６年度から全市に拡大して実施している。 

 【在宅傾聴実施数（ケース）】   

依頼(件) 実施中(件) 終了(件) 

5 2 3 

 

・講演会の開催 

 大阪府福祉基金地域福祉振興助成金を活用し、みのお子ども食堂ネットワークの企画協力の 

もと「子ども食堂の意義」をテーマにした講演会を開催した。 

年月日 内容 
講師等 

会場 
出席者

(名) 

7.11.22 

講演会 

「今の時代だからこそ！ 

地域に子ども食堂が 

必要な理由」 

認定 NPO法人 

全国こども食堂支援センター  

前理事長 

公共政策アドバイザー 

湯浅 誠 氏 

市立病院 

いろは 

ホール 

137 

34



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）テーマごとの話し合いの場の開催 

 市全域の課題に対して、テーマごとの話し合いの場を開催した。 

 

・みのお子ども食堂ネットワークの活動支援 

令和５年度、市内で活動している子ども食堂が互いに連携し、情報やノウハウを共有しな

がら子どもを含めた地域の居場所づくりの継続・発展につなげることを目的に「みのお子ど

も食堂ネットワーク」が立ち上がり、社協が活動支援を行っている。令和７年度は、ネット

ワークの総会後にスキルアップのための勉強会を開催した。 

年月日 内容 講師等 会場 出席者 

7. 5. 9 

総会 

勉強会「気になる子どもへの 

声掛けの仕方」 

褒育士育成協会 

褒め言葉カード協会 

大阪箕面支部長  

小川 美香 氏 

講堂 
12団体 

24名 

 

・箕面災害支援ネットワーク会議 

平成３０年に発生した大阪北部地震の経験から、より大規模な災害に対する備えとして、

多様な団体の協力による災害ボランティアセンター運営のため、箕面災害支援ネットワーク

を立ち上げ、会議や研修、訓練等を実施している。令和７年度は、災害ボランティアセンタ

ー運営システム「JoyLinks（ジョイリンクス）」を試用した設置訓練を開催。企画は、市民

活動フォーラムみのお、箕面青年会議所、箕面ライオンズクラブ、箕面船場ライオンズクラ

ブ、社協の５者で行った。 

 

年月日 内容 会場 出席者 

7. 9. 7 
災害ボランティアセンター設置訓練 

(システムを試用した設置訓練) 
総合保健福祉センター分館 

25団体 

42 名 
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（５）児童・生徒のボランティア活動推進事業 

令和７年度も『ボランティア・福祉体験学習のご案内』冊子を作成し市内の学校へ配布を行

い、授業に取り入れてもらうことで児童・生徒のボランティアや福祉意識の醸成を図った。地

域の支え合い意識を醸成する取り組みとして、萱野東小学校では、地区福祉会をはじめとする

地域団体から、日頃の活動紹介を通して、児童と活動者の顔の見える関係づくりを行った。ま

た、生徒自身が主体的に地域の支え合いを考える取り組みとして、第三中学校では授業の中で

「ささえあい推進会議」を行い、地区福祉会がサポートした。 

 

・冊子掲載団体：２３団体、２６プログラム 

分野 No 内   容 実施団体 

視
覚
障
害 

1 見えないってどんなこと？点字体験 視覚障害のかた 

2 視覚障害者って、どんな人!? 視覚障害のかた 

3 目が不自由な歩行体験 綜合メディカル株式会社 

聴
覚
障
害 

４ 聞こえない人の事を知って手話を学ぼう 手話サークル「あお」 

５ 「聴こえない」とは？手話体験 手話サークル「にじ」 

6 手話について知ろう 手話サークル「滝」 

7 手書き要約筆記体験 
箕面要約筆記サークル 

｢もみじ｣ 

知
的
・
身
体
障
害 

8 知的障がい・発達障がいの疑似体験 大阪市手をつなぐ育成会 

9 人権出前授業 府立箕面支援学校 

10 
障害ってなーに？ 

やってみよう！ぐるりの風船バレー 
一般社団法人ぐるり 

11 医療的ケアとわたしの暮らし 医療的ケア連絡協議会 

12 重度障害者（片側上肢不自由）ってどんな生活？ 片側上肢不自由のかた 

13 
障害について知り、実際に車いすに乗ってみよ

う 
人形劇団 candy 

14 障害ってなんだろう？グループホームのくらし NPO法人プラス We 

介
護 

15 ヘルパーの仕事 
特定非営利活動法人あそびり

クラブ 

16 介護ロボット体験 綜合メディカル株式会社 

17 介護用品（福祉用具）体験 綜合メディカル株式会社 

18 車いす体験 
特別養護老人ホーム 

箕面の郷 

36



 

19 
車いすに座って、福祉車両のリフトを体験して 

みよう 

特別養護老人ホーム白島荘 

光明の郷ケアセンター 

20 車いす体験 市立介護老人保健施設 

21 高齢者疑似体験 NPO法人 ナルクみのお 

認
知
症 

22 認知症を知ろう（認知症サポーター養成講座） 市地域包括ケア室 

妊
婦 

23 妊娠、育児中の体や生活を知ろう 
合同会社 

みのおママの学校 

動
物 

24 動物保護活動とは Reef Knot 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

25 ご近所での支え合い活動を知ろう 市社協 

26 ボランティア活動とは 市社協 

 

・令和７年度実施状況 

学校名・出席者 実施日 内容 講師等 

萱野東小学校 

4年生 129名 
7.12.17  

ご近所での支え合い活動を知ろ

う 
市社協 

西小学校 

4年生 150名 
8. 1.19 

重度障害者（片側上肢不自由）っ

てどんな生活？ 
身体障害者福祉会 

西南小学校 

3年生 121名 
8. 2.25 手話体験 手話サークル「にじ」 

第二中学校 

1年生 122名 

2年生 129名 

7.12.12 

7. 6.27  

手話体験 

点字体験、手話体験  

手話サークル「あお」 

視覚障害のある方、手話サーク

ル「あお」 

第三中学校 

1年生 187名 
8．2. 8  

要約筆記体験 

点字体験 

高齢者疑似体験 

認知症を知ろう 

ボランティア活動とは 

箕面要約筆記サークル「もみじ」 

視覚障害のある方 

ナルク箕面 

市地域包括ケア室 

市社協 

第四中学校 

1年生  220名 
7.11.13 高齢者疑似体験 ナルク箕面 

第五中学校 

1年生 148名 
8. 2.13  

点字体験 

要約筆記体験 

介護ロボット体験 

車いす体験 

認知症を知ろう 

赤ちゃん抱っこ体験・妊婦体験  

視覚障害のある方 

箕面要約筆記サークル「もみじ」 

綜合メディカル株式会社 

光明の郷ケアセンター 

市地域包括ケア室 

みのおママの学校 

箕面自由学園高

校 

3年生  100名 

8. 2.19 

動物保護活動とは？ 

社会貢献活動における大学生に

求められる役割について 

Reef Knot 

市社協 
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（６）ボランティア活動総合補償制度加入状況 

保険名 保険内容・内訳 7年度(名) 6年度(名) 前年比(名) 

ボランティア 

活動保険 

Aプラン（300円） 1,787 1,554 233 

Bプラン（500円） 1,846 1,841 5 

Cプラン（600円） 192 212 △20 

合計 3,825 3,607 218 

ボランティア・ 

市民活動 

行事保険 

Ⅰ型 A（30円） 22,824 18,794 4,030 

Ⅰ型 B（134円） 655 614 41 

Ⅰ型 C（262円） - 100 △100 

Ⅱ型（229～358円）   107 124 △17 

Ⅲ型（30円） 8,435 7,313 1,122 

合計 32,021 26,945 5,076 

非営利・有償活動 

団体保険 

Aプラン(4,900円) 45 46 △1 

Bプラン(6,300円) 2 2 - 

移送中事故傷害保険 （2,000円） 9 9 - 

（令和７年４月１日～令和８年３月３１日受付分） 

 

（７）ボランティア活動の周知・広報 

ボランティア募集情報は、v-info（ボランティア情報検索サイト、運営：みのお市民活動セ

ンター）に集約した。 

 

（８）もっとネット会議（中間支援組織スタッフ会議） 開催状況（４回） 

箕面市内のボランティア・市民活動の活性化とそのための問題・課題解決を模索する場とし

て、市内の中間支援組織で情報の共有及び共通の課題について検討を行った。 

 

 

 

 

 

年月日 主な議題 会場 出席者(名) 

7. 6.27 
各団体の事業紹介 

令和7年度事業計画について 
多文化交流センター 7 

 9.25 各団体の事業紹介 市民活動センター 6 

12.18 各団体の事業紹介 市民活動センター 5 

8. 3.11 各団体の事業紹介 市民活動センター ７ 

 

 

【構成団体】6団体 

・市民活動フォーラムみのお    ・箕面市国際交流協会  

・みのお山麓保全委員会      ・箕面市メイプル文化財団 

・みのおＦＭまちそだて      ・箕面市社協ボランティアセンター 
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１２．みのおフードバンク事業 

企業や個人から寄附があった食料品等を生活困窮世帯や地域活動団体等に提供した。余剰食料

品を必要な人に渡し再活用することで、食品ロスの削減にもつながっている。 

 

（１）食料品等の寄附 

・「フードドライブ」の実施 

家庭で食べきれない食料品の提供を呼びかける取り組み「フードドライブ」を、コープこ

うべの店舗にて実施した。集まった食料品は生活困窮者への支援や子ども食堂をはじめとす

る地域活動団体で活用した。 

コープこうべ実施店舗 年間受け取り量（kg） 

箕面中央店 135 

ルミナス店 156 

箕面店 588 

合計 879 

（令和 6年度 1,970kg） 

 

【食料品等の寄附（事業所、個人）】 

事業所名 寄附内容 

 大阪よどがわ市民生活協同組合 食品 

 三菱食品株式会社 食品 

生活協同組合コープこうべ（お米を贈ろう助け合い募金） お米 75㎏ 

生活協同組合コープこうべ  食品 

デイハウスクローバー お米 30kg 

箕面ライオンズクラブ お米 500kg 

豊川南小地区福祉会 食品 

匿名（事業所 1件） 868㎏ 

個人（のべ 5件） お米 

 

（２）食料品の活用先 

・生活困窮世帯（校区・年代別） 

生活困窮世帯に対して、生活の立て直しまでの一定期間を定めて食料を提供した。 

校区 ～20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 
7年度 

合計(名) 

6年度 

合計(名) 

彩都の丘 - - - - - - - - - 

豊川北 3 1 4 4 2 - - 14 28 

東 2 2 3 1 5 - 1 14 4 

豊川南 - - - - 3 1 1 5 4 
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萱野東 1 1 2 4 - - - 8 1 

萱野北 - 1 - 4 1 2 - 8 4 

萱野 - -  3 2 1 - - 6 3 

北 5 - 2 1 - - - 8 5 

中 - 1 1 1 - 1 - 4 2 

箕面 - - - - 2 - - 2 9 

西 - - 1 4 - - 1 6 3 

南 - - - - 2 - - 2 6 

西南 2 4 5 1 2 2 - 16 4 

止々呂美 - - - - 1 - - 1 - 

住所不明 - 2 - - - - - 2 - 

合計 13 12 21 22 19 6 3 96 73 

 

・地域活動団体 

月１回配布日を設け配布した。また、ボランティアにより食料品の回収・仕分けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ひとり親世帯への食料品配布「フードパントリー」の開催 

令和７年度に引き続きひとり親世帯を対象に食料品を無償提供する「フードパントリー」

を開催し、令和７年度はすべて箕面市母子寡婦福祉会と共催、３月には箕面ライオンズクラ

ブも共催団体に加わった。また、箕面市母子寡婦福祉会がひとり親世帯同士の情報共有や交

流を目指し、公式 LINEアカウントを開設しており、フードパントリー参加者を中心に登録

を呼びかけた。 

年月日 対象 会場 利用者数(名) 

7. 8.24 
箕面市在住のひとり親世帯 講堂 

102 

8. 3. 8 98 

合計 200 

団体名 活用内容 回数 

みんな食堂みのお 子ども食堂 14 

箕面市国際交流協会 外国人支援 13 

「ワッハッハ」クラブ 地域交流 13 

おやこ陽気ふれあい食堂 子ども食堂 12 

みのお東・子ども食堂の会 子ども食堂 11 

日日好日 子ども食堂 10 

今宮こども食堂の会 子ども食堂 7 

西小地区福祉会（こどもサロン未来） 子ども食堂 2 

合計 82 
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１３．講師の派遣 

年月日 名称・テーマ 主催 

7. 4.17 ボランティア活動とは 大阪青山大学看護学部 

12.17 ボランティア活動とは 萱野東小学校 

 12.18 
ヘルスメイト養成講座 

「ボランティア活動について」 
市箕面産と食の推進室 

8. 2. 6 ボランティア活動について 第三中学校 

2.19 
社会貢献活動における大学生に求められる役割に

ついて 
箕面自由学園高等学校 

3. 2 
御同朋の社会をめざす運動（実践運動）研修会 

貧困の克服に向けて～子どもたちを育むために～ 

浄土真宗本願寺派 

大阪教区豊島北組 

 

１４．研修への参加状況 

年月日 名称・テーマ・講師 主催 参加者(名) 

7. 7. 2 

ほか 

4日間 

地域福祉コーディネーター基礎研修 

地域福祉論 

個別支援と地域支援の展開 

CSWとつながる専門職/多職種連携 

講師：関西学院大学 名誉教授 牧里 毎治 氏 

   日本福祉大学 教授 川島 ゆり子 氏 

   桃山学院大学 教授 小野 達也 氏 

府社協 2 

8. 1.29 

小地域ネットワーク活動リーダー研修会 

ともに描き、ともに働くー協働で進める小地域活動 

講師：武庫川女子大学 松端 克文 氏 

府社協 1 

 

１５．宣伝啓発活動 

広報紙「社協だより」や社協ブログを活用し制度や活動の宣伝を行った。 

 

（１）社協だより 

社協活動を知ってもらい、地域福祉活動に参加してもらう住民を増やすことを目的に、全戸

配布の広報紙として社協だよりを発行した。 

＜発行の形態＞ 

  Ａ４：８ページ カラー刷り 年３回発行 
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＜主な掲載記事＞ 

No 内容 

第 166号 

（5/1発行） 

68,600部 

特集 社協活動協力金募集 

「地区福祉会のつながる活動・社協のつなげる事業」 

令和 7年度 事業計画 

シリーズ「おひとりさまの達人にきく」 

「地域で暮らす」を支える仕事 デイサービスセンターの魅力 

第 167号 

（9/1発行） 

68,800部 

特集 あなたの募金の行方は？ 

新しい役員がきまりました 

令和 6年度 事業・決算報告 

おひとりさまの達人に聞く 

地域の活動に参加しませんか？（地区敬老会の季節です、ひきこもり講演会ほ

か） 

「地域で暮らす」を支える仕事 あなたの暮らしに寄り添うケアマネジャー 

第 168号 

（2/1発行） 

69,000部 

特集 子ども食堂の取り組みから見る 居場所がつなぐ地域のあした 

家族だけで抱え込まないで 

ひきこもり・8050問題も最初の一歩は「相談」から 

箕面市社協 役員交代のお知らせ 

地域の活動に参加しませんか？（第 75回 刑務所作業製品展示即売会、箕面市 

老人クラブ連合会 会員募集、有償ボランティア（協力会員）募集 ほか） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ブログ・Ｘ・LINE公式アカウント 

社協活動及び地区福祉会活動を、よりタイムリーに効果的に発信していく取り組みとして、

ブログや SNSを用いて情報発信を行った。 
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・社協ブログ 

社協の各部署で定期的な情報発信を行った。 

記事掲載数(回) 
令和 7年度 令和 6年度 

59 74 

 

・社協Ｘ（旧ツイッター） 

ブログやホームページの更新情報、大阪府や箕面市の情報、災害情報などを発信した。 

フォロワー数(名) 
令和 7年度末 令和 6年度末 

1,737 1,717 

 

・社協公式 LINE 

若い世代への情報発信強化をめざし、令和６年４月に公式 LINEを開設し、社協事業のお

知らせやイベントの開催情報などを発信した。 

友だち数(名) 
令和 7年度末 令和 6年度末 

171 120 
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4

善意銀行事業

 この銀行は、広く市民の善意の金銭信託を受け、罹災世帯への見舞金、地区福祉会が行う

新たな取り組みなどに払い出し、社会福祉の増進に寄与することを目的としている。

 生活に困窮し緊急の生活資金を必要としているが、他の制度では対応できない方へ

「緊急生活サポート資金」の払出しを令和６年度から継続して行い、７件の実績があった。

　①預託及び払い出し状況 （単位：円）

件数

R3 33

R4 22

R5 22

R6 28

R7 15

　②払出内容

金額（円）

80,000

81,599

169,154

210,640

55,384

48,978

645,755

　③手数料

金額（円）

1,650

1,841

3,491

　④預託金積立状況（期末残高）

8合計

振込手数料

オンライン寄附利用手数料

7

1

　※令和7年度期末残高内訳：善意銀行積立金11,041,987円　普通預金（未収金含む）80,628円
    貯蔵品5,000円（商品券の寄附）

差額

金額(円)

5

年度

327,765 4 379,326

▲ 482,634

令和6年度末残高(円)

11,610,249

令和7年度末残高(円)

11,127,615

348,580

156,954 17

 善意銀行事業サービス区分

件数

預託 払い出し

金額(円)

内容 件数

内容 件数

151,9201564,000

406,754 629,030

579,57315

645,755

災害見舞金（火災） 4

緊急生活サポート資金 7

合計 17

地区福祉会チャレンジ補助金 3

みのお子ども食堂ネットワーク事業費 1

災害ボランティアセンター備品購入費 1

地域支え合いプロジェクト助成金不足分 1
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ふれあいホームサービス事業 

住民参加型の相互援助サービスとして、高齢者や障害者のいる世帯、産前産後の家庭などを対

象に、有償ボランティアによる生活支援サービスを実施した。 

令和７年度は、草抜きや枝切りの相談が増加した（前年比プラス７名）が、７月～９月の夏場

は協力会員の体調を考慮し、草抜きの援助は控えることとした。 

 本事業は、個人の困りごとを「地域で支え合う」活動であり、単身高齢世帯が増加する現代におい

て、今後さらなる展開が必要となってくる。そのため、令和８年度からは「ご近所のつながり・支え

合い活動推進事業」との連携を進めていく。 

 

（１）新規利用の状況 

①新規利用者 

令和 7年度(名) 令和 6年度(名) 前年比(名) 

77 83 △6 

 

②新規利用者の生活状況内訳 

 在宅 産前産後 子育て中 施設(洗濯) 合計 

人数(名) 70 4 - 3 77 

比率(％) 91.0 5.0 - 4.0 100 

 

③新規利用者の年齢別人数 

 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 

人数(名) - 4 1 2 5 16 38 11 77 

比率(％) - 5 1 3 6 21 50 14 100 

 

 

（２）協力会員の状況 

①協力会員数（令和８年３月末時点） 

令和 7年度(名) 令和 6年度(名) 前年比（名） 

227 232 △5 

※令和７年度新規協力会員は 26名 

 

②協力会員の年齢別人数 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

人数(名) - 6 4 30 37 56 68 26 227 

比率(％) - 2.6 1.8 13.2 16.3 24.7 30.0 11.4 100 

 

５  ふれあいホームサービス事業サービス区分 
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（３）ふれあいホームサービス月別利用状況  

家事援助の利用割合が高く、人数・件数・時間ともに全体の約７割を占めている。 

   4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
7年度 

実績 

6年度 

実績 

家
事
援
助 

人数 92 94 91 87 86 91 94 97 94 83 88 84 1,081 1,056 

件数 333 331 339 328 282 304 347 319 334 305 299 278 3,799 4,087 

時間 414.0 414.0 391.5 375.5 333.5 351.5 405.0 374.0 398.5 373.0 351.0 332.5 4,514.0 4,950.5 

見
守
り
・
話
し
相
手 

人数 2 2 2 2 2 2 4 3 2 2 1 4 28 44 

件数 9 4 7 13 6 5 14 11 7 6 3 15 100 162 

時間 6.0 6.0 6.5 11.5 7.0 4.0 15.5 10.5 6.0 7.5 7.0 19.0 106.5 120.5 

外
出
の
付
添
い 

人数 1 1 1 4 2 1 2 1 2 1 1 1 18 43 

件数 4 5 1 6 2 1 8 5 7 1 7 1 48 115 

時間 4.5 5.5 1.0 13.0 4.5 1.0 10.5 4.5 9.5 3.0 7.5 1.0 65.5 190 

産
前
産
後
ケ
ア 

人数 2 3 3 2 4 4 3 4 3 3 2 2 35 35 

件数 10 14 17 10 13 11 11 5 10 4 6 4 115 137 

時間 14.0 19.0 22.0 12.0 17.0 14.5 15.0 9.5 16.5 6.0 11.0 6.0 162.5 234.0 

子
育
て
支
援 

人数 3 3 3 3 3 2 3 2 1 1 2 1 27 32 

件数 10 10 10 12 8 8 9 7 6 6 7 5 98 126 

時間 18.0 19.0 19.0 20.0 15.0 15.0 17.0 13.0 12.0 12.0 14.0 10.0 184.0 222.0 

入
院
入
所
時
の
世
話 

人数 7 7 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7 91 74 

件数 29 28 30 24 31 26 31 34 30 26 14 26 329 285 

時間 19.0 21.5 21.0 18.0 23.0 19.0 21.5 24.5 21.0 19.0 14.5 32.5 254.5 213.0 

そ
の
他 

人数 18 29 27 23 20 26 34 28 19 20 15 16 275 260 

件数 59 93 81 105 90 137 120 105 100 98 78 94 1,160 1,075 

時間 58.5 98.5 83.0 80.5 64.0 113.0 113.5 82.5 69.0 64.5 50.5 71.0 948.5 1,052.0 

合
計 

人数 125 139 135 129 125 134 148 143 129 117 116 115 1,555 1,544 

件数 454 485 485 498 432 492 540 486 494 446 414 423 5,649 5,987 

時間 534.0 583.5 544.0 530.5 464.0 518.0 598.0 518.5 532.5 485.0 455.5 472.0 6,235.5 6,982.0 

※「その他」の具体内容…ゴミ出し、廃品出し、庭関係（草抜き、落ち葉掃き等）、犬の散歩、 

 片付け、衣替え、裁縫、水やり、電球交換など 

〇ワンコイン（３０分以内）  令和７年度実績 1,851回  925.5時間 

令和６年度実績 1,829回  914.5時間 
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（４）運営委員会（定数：８名）  開催状況 ２回  

年月日 内容 会場 出席者(名) 

7. 7. 3 

ふれあいホームサービスとは 

令和6年度ふれあいホームサービス事業について（報告） 

令和7年度ふれあいホームサービス事業について（予定） 

ふれあいホームサービス利用料の見直しについて 

（意見交換） 

会議室 9 

10.30 
令和7年度ふれあいホームサービス事業について 

ふれあいホームサービス利用料の改定等について 
会議室 8 

 

（５）交流会の開催（協力会員対象） 

年月日 内容 会場 出席者(名) 

8. 3. 2 

ふれあいホームサービス協力会員交流会 

（1）援助事例を通じて 

（2）ささえあいステーションとの連携 

講堂 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報活動 

  ・リーフレット及びチラシの配布 

   （市役所、関係機関、ささえあいステーション職員等から必要に応じて配布） 

  ・豊川北小地区福祉会の高齢者サロン（さわやか会）にて説明（５月） 

  ・社協だよりへの協力会員募集記事掲載（５月、９月、２月） 

 

（７）ケース訪問 

ふれあいホームサービス利用者のうち、介護保険サービスによる支援を受けていない定期 

利用者の自宅を訪問し、現在の利用状況の確認や生活上の困りごとについて丁寧な聞き取り 

を行った。（対象利用者１８名） 
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日常生活自立支援事業（みのおまかせてねット） 

軽度認知症・知的障害・精神障害などで、意思判断能力に不安を感じている人が地域で安

心して生活を送れるように、また判断能力の低下が原因で福祉サービス利用において不利益

が生じないように相談援助を行った。日常的金銭管理サービスでは日々の生活費の管理を行

い、付随する財産保全サービスでは金融機関の貸金庫を利用した保管を実施した。 

 

（１） 相談・契約準備                                             

令和７年度は、特に積極的な事業説明を行っていないが、令和６年度に実施した家族会

などでの説明を聞いた方の問い合わせがあり、相談件数としては令和６年度とほぼ同じ件

数であった。                         

（件） 

年度 認知 知的 精神 その他 合計 

令和７年度 24 6 24 1 55 

令和６年度 26 4 20 4 54 

 

 

（２）契約件数 

認知機能の低下に伴い成年後見制度へ移行する利用者や、自身での金銭管理を希望し解

約に至った利用者がいる一方で、新規利用者も一定数おり、契約件数はほぼ同じであった。 

                          （件） ※年度末数値 

年度 認知 知的 精神 合計 新規 解約 

令和７年度 18 17 21 56 13 14 

令和６年度 18 18 21 57 12 11 

 

 

（３）専門員活動件数 

契約前の支援調整から契約後の利用者の状況確認、関係機関との調整やケース会議への

参加など、専門員活動としての相談援助件数。令和７年度は昨年度に引き続き、公共料金

の滞納、本人が忘れていた負債の返済などの困難な事例が多発し、通常の定期支援以外の

支援件数も増加した。 

 (件) 

年度 認知 知的 精神 合計 

令和７年度 2,628 2,456 2,286 7,370 

令和６年度 2,241 2,218 2,028 6,487 

 

 

６ 日常生活自立支援事業サービス区分 
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（４）生活支援員活動件数（利用料に反映） 

契約者に対する面談・電話・金融機関他での代理及び代行行為をカウントした支援件数

は下表のとおり。令和７年度は、kaeruカード（プリペイド式のクレジットカード）の使用

により現金受け渡しの頻度が減少したケースもあったが、認知機能の低下により頻度を増

やしたケースもあったため、全体としては令和６年度とほぼ同じ支援件数であった。 

                      (件) 

年度 認知 知的 精神 合計 

令和７年度 749 538 698 1,985 

令和６年度 666 628 718 2,012 

 

（５）会議・研修の参加状況 

年月日 名称・テーマ 主催 
参加者

(名) 

7. 7. 2 
成年後見制度の中間試案を考える学習会～法定後

見を中心に中間試案を読み解く～ 

日本弁護士 

連合会 
１ 

 8.29 
日常生活自立支援事業 担当者会議 

（講義）個人情報の取扱いと注意点について」 
府社協 １ 

12.13 
日常生活自立支援事業 生活支援員会議 

講義「発達障がいの理解と支援」 
府社協 １ 

12.13 
日常生活自立支援事業 担当者会議 

説明「契約締結判定ガイドラインの変更について」 
府社協 １ 

8. 2. 4 権利擁護に係る意思決定支援研修会 府社協 １ 

 2.10 
令和７年度箕面市自立支援協議会 

第２回 権利擁護部会 

市地域包括 

ケア室 
１ 

 2.25 
誰でもスマホ「法改正に伴うサービス変更説明会」 

(オンライン) 

一般社団法人 

リスタート 
１ 

 2.27 

令和７年度箕面市自立支援協議会 

第３回 権利擁護部会（研修会） 

「法的な課題のある被後見人等の支援について」 

市地域包括 

ケア室 
１ 
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資金貸付事業 

一時的な理由で生活困窮している世帯に対し、自立支援を目的に資金の貸付を行う事業で

あり、大阪府社協を実施主体として、市町村社会福祉協議会が申請窓口の役割を担っている。 

 令和２年３月２５日から始まり、令和４年９月末に受付終了した新型コロナウイルス感染

症特例貸付（以下、コロナ特例貸付）は、償還が令和５年１月から始まり、生活に困窮してお

り支援が必要と考えられる世帯に対しては、貸付フォローアップ支援事業を行っている。 

 

（１）年度内新規貸付決定状況 

＜新規貸付決定状況内訳表＞  

年 度  

資金種別  

令和7年度 令和6年度 

件数(件) 金額(円) 件数(件) 金額(円) 

 生活福祉資金 9 7,016,915  7 1,731,000 

 教育支援資金 4 3,746,000 4 1,085,000 

障がい者用自動車購入経費 1 2,500,000 1 540,000 

住居の移転等に必要な経費 1 482,915 - - 

日常生活上一時的に必要な経費 3 288,000  2 106,000 

 総合支援資金 - - - - 

緊急小口資金 13 1,139,000 7 574,000 

 不動産担保型生活資金 - - - - 

合   計 22 8,155,915 14 2,305,000 

 

（２）相談内訳 

＜貸付に関する相談実績＞ 

年 度 

 資金種別 

令和7年度 令和6年度 

相談者数(件) 相談者数(件) 

生活福祉資金 147 91 

総合支援資金 3 10 

臨時特例つなぎ資金 - - 

緊急小口資金 139 43 

不動産担保型生活資金  1 1 

合   計 290 145 

 

（３）貸付フォローアップ支援 

コロナ特例貸付を借り受けた世帯を含む生活困窮者世帯で、支援が必要と考えられる世 

帯を適切な支援に繋げることを目的として、大阪府社会福祉協議会と連携し、生活困窮者 

世帯フォローアップ支援等推進事業を実施している（令和４年１２月１９日から令和１７

７ 資金貸付事業サービス区分 
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年３月３１日までの予定）。 

  貸付フォローアップ支援実施においては、生活相談窓口とささえあいステーション職員 

が連携し、電話連絡や訪問、イベントでの対面支援を行い、個別の相談支援に加えて地域 

資源（居場所等）へのつなぎを行った。 

 

【コロナ特例貸付について】 

①概要 ※１世帯 最大 200万円まで貸付申請が可能 

  ・緊急小口資金（コロナ特例）：休業等で一時的支援が必要な人への貸付 

    （金額）最大 20万円 

    （条件）無利子、保証人不要 

  ・総合支援資金（コロナ特例）：生活再建までの生活費用の貸付 

    （金額）最大 20万円×9ヵ月＝180万円  ※延長及び再貸付を含めた金額 

    （条件）無利子、保証人不要 

 

②貸付状況（令和８年２月末） 

貸付件数 4,132件 

貸付人数 1,508名 

貸付総額 17億 3,012万円 

 

③借受人の償還状況件数（令和８年２月末）   （件） 

年度 

償還状況 
令和 7年度 令和 6年度 

償還免除 2,192 2,083 

償還完了 294 217 

順調償還中 340 400 

償還猶予中 32 110 

滞納中 1,008 1,067 

行方不明 266 252 

計 4,132 4,129 

 

【貸付フォローアップ支援状況】 

① 償還猶予、猶予期限終了時の支援（通年） 

住民税課税世帯のため償還免除にならないが、様々な理由により償還が困難な借受人に

対し償還猶予申請支援（意見書作成）を行い、猶予期限終了時に償還が難しい状況である

場合には意見書を作成した。 
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 対象者数(名) 

償還猶予の意見書作成 7  

償還免除の意見書作成 21 

 

② 米配付（令和７年６月～７月） 

償還滞納者（487 名）を対象に米（１世帯４kg）を配付し、生活状況の聞き取りの機会

とした。配付にあたっては、令和６年度の１日限りの配付方法から期間内の個別調整と

し、できる限り対象者と出会う機会を増やした。 

 ＜申込状況＞ ※９名は申し込み後、連絡不通やキャンセルにより受け取らず 

申込者（名） 配付（名） 

100 91 

 

＜聞き取った困りごとの内訳＞ ※重複回答あり               （名） 

経済的なこと 仕事のこと 健康のこと 介護のこと 子どものこと 

43 11 9 8 7 

家族関係のこと 障害のこと 
ひきこもりや 
不登校のこと その他  

2 1 1 14  

 

③ 訪問および電話連絡（令和７年９月～１１月）  

令和６年度から引き続き個別に連絡が必要と思われる借受人（285 名）を対象に、電話

連絡や訪問を実施した。状況が把握できたかたへはコロナ特例貸付の手続きに関する情報

や地域情報を提供した。 

 対象者（名） 

状況把握ができた 136  

状況把握のうえ、生活相談窓口で相談対応した 2  

状況確認ができなかった（連絡がとれない） 147  

 

④ チラシ等送付（令和７年１１月） 

借受人 1,267名（債務整理、行方不明、死亡 生活保護受給者を除く）に対し、コロナ

特例貸付の手続きに関する情報、生活相談窓口、ささえあいステーションのチラシ等を送

付した。また、非課税にる免除となった借受人（683名）には歳末たすけあい募金配分金

申請の案内も同封し、結果７名が申請した。 

 

・歳末たすけあい募金配分金申請         （件） 

 令和 7年度 令和 6年度 

問い合わせ数 29 23 

申請人数 7 12 
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（４）研修・会議の参加状況 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

7. 5.12 生活福祉資金新任職員研修 府社協 1 

5.12 コロナ特例貸付にかかる担当者会議 府社協 1 

8.27 コロナ特例貸付フォローアップ支援事業 情報交

換会 
府社協 1 

9.25 コロナ特例貸付制度にかかるオンライン研修 府社協 1 

10. 6 生活福祉資金担当職員研修 府社協 1 

8. 2.26 コロナ特例貸付担当者研修会 府社協 2 

2.26 コロナ特例貸付にかかる担当者会議 府社協 2 
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地域包括支援センター事業（受託事業） 

担当圏域（萱野北小、萱野東小、豊川南小）の高齢者が住み慣れた地域でその人らしい尊

厳のある生活を継続できるように包括的及び継続的に支援した。 

高齢化に伴い、圏域内での相談件数が増加しており、家族間の軋轢や専門職同士の見解の

齟齬等の多岐に渡る困難ケースの相談が増加している。そういった様々な課題がある相談者

に対して、３職種それぞれが専門性を活かして対応にあたった。 

 

（１）総合相談支援 

高齢者の日常生活での困りごとへの相談への対応、支援件数。 

 高齢化率に伴い全体として増加傾向である。 

 

＜相談方法＞ 

相談方法 
※重複あり 

令和 7年度 令和 6年度 

件数（件） 比率(％) 件数（件） 比率(％) 

来所・窓口 416 5.9 315 5.6 

電話 4,933 70.0 3,976 70.8 

訪問・出張 1,538 21.8 1,252 22.4 

その他 160 2.3 68 1.2 

合計 7,047 100.0 5,611 100.0 

 

＜相談経路＞ 

相談経路 
※重複あり 

令和 7年度 令和 6年度 

件数(件) 比率(％) 件数(件) 比率(％) 

本人・家族 4,197 50.7 3,685 52.9 

民生委員等 111 1.3 77 1.1 

近隣住民・知人 63 0.8 119 1.7 

介護支援専門員 1,770 21.4 1,244 17.8 

介護サービス事業者 718 8.7 664 9.5 

市町村関係部署 558 6.7 397 5.7 

医療機関 434 5.2 414 6.0 

ささえあいステーション 48 0.6 63 0.9 

消防・警察 19 0.2 26 0.4 

弁護士・司法書士 29 0.4 12 0.1 

他圏域地域包括支援センター 29 0.4 17 0.2 

その他 296 3.6 260 3.7 

合計 8,272 100.0 6,978 100.0 

８ 地域包括支援センター事業サービス区分 
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＜相談内容＞ 

相談内容 
※重複あり 

令和 7年度 令和 6年度 

件数(件) 比率(％) 件数(件) 比率(％) 

介護相談・介護者支援 2,429 14.9 2,529 20.0 

介護保険サービス 3,691 22.7 2,910 23.0 

ケアプラン 695 4.3 604 4.8 

認定申請 1,544 9.5 1,287 10.2 

高齢者虐待 176 1.1 101 0.8 

権利擁護（成年後見・消費者被害） 68 0.4 42 0.3 

医療・保健福祉サービス 3,069 18.8 2,084 16.5 

一般介護予防 21 0.1 54 0.4 

生活上の相談 543 3.3 507 4.0 

総合事業関係 393 2.4 369 3.0 

認知症 1,710 10.5 1,143 9.0 

安否確認 201 1.2 280 2.2 

介護離職防止 8 0.1 16 0.1 

ケアマネらの総合相談 1,016 6.2 196 1.5 

ケアマネらの支援困難 603 3.7 240 1.9 

地域支援事業 32 0.2 21 0.2 

その他 89 0.6 259 2.1 

合計 16,288 100.0 12,642 100.0 

 

＜地域別状況＞ 

校区 地域 
令和 7年度 令和 6年度 

件数 
(件) 

実人数 
(名) 

訪問回数
(回) 

件数 
(件) 

実人数 
(名) 

訪問回数
(回) 

豊川南 

小野原東 1,052 97 264 903 136 240 

小野原西 701 56 161 544 56 113 

粟生新家 159 7 36 67 12 10 

萱野北 如意谷 1,998 181 343 1,696 198 371 

萱野東 

船場東 240 22 57 248 26 54 

石丸 442 45 88 381 73 85 

外院 627 57 156 579 72 125 

白島 318 35 49 174 42 31 

西宿 745 44 268 354 60 57 

今宮 540 43 107 533 82 155 

その他 他市 167 59 9 132 79 11 

合計 6,989 646 1,538 5,611 836 1,252 
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（２）介護予防ケアマネジメント 

要介護状態になる恐れがある高齢者に対して介護予防プランを作成し、利用者ができるこ

とを利用者とともに発見し、利用者の主体的活動と生活の質の向上を促した。 

 

＜介護予防給付・総合事業管理数＞ 

 介護保険認定で要支援１、２と認定されたかたへのプラン件数。訪問介護・通所介護の

み利用する人については、介護予防給付から「みのおあんしん生活サポート事業（介護予

防・日常生活支援総合事業）」の利用となる。 

区分 直轄・予防(件) 直轄・総合(件) 委託(件) 合計(件) 委託割合(%) 

4月 82 48 131 261 50.2 

5月 82 52 133 267 49.8 

6月 83 51 137 271 50.6 

7月 83 47 135 265 50.9 

8月 87 46 138 271 50.9 

9月 90 44 142 276 51.4 

10月 93 42 147 282 52.1 

11月 91 45 145 281 51.6 

12月 85 46 155 286 54.2 

1月 81 42 167 290 57.6 

2月 76 42 161 279 57.7 

3月 70 40 170 280 60.7 

合計 1,003 545 1,761 3,309 53.2 

令和 6年度 854 706 1,389 2,949 47.1 

前年度比 直轄件数  12件減（介護予防給付＋総合事業） 

      委託件数  372件増（給付管理）         合計 360件増 

 

（３）権利擁護 

高齢者虐待への対応・予防及び成年後見制度や日常生活自立支援事業などへの利用支援

を行い、問題を抱える高齢者が自らの権利を理解し行使できるように専門性に基づいた支

援を行った。 

① 高齢者虐待への対応 

虐待受付 ６件 

コアメンバー会議 ６回  

※虐待ケースへの対応や終結を市職員交え検討する会議 

市高齢者虐待レビュー会議への参加 ３回 

② 消費者被害防止の取り組み 

・消費生活センター職員から消費者被害の状況、センターの対応など学ぶ 
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（４）地域包括支援ネットワークの構築 

①地域ケア会議の開催 

ケアマネからの相談を受けて個別支援版の会議を開催し、サービス利用を拒絶する利

用者への対応や認知症により外出先で警察に何度も保護されるなどの困難事例について

解決に向けて多職種で話し合った。 

・個別版地域ケア会議（関係機関と課題分析と方向性を検討） ６回開催 

 （出席者）本人、家族、担当ケアマネ、医師、後見人、介護サービス事業所、 

市地域包括ケア室、社協職員、民生委員等 

・箕面市地域ケアレビュー会議への参加 ３回 

 ②関係機関や地域住民とのネットワークづくり 

  ・圏域事業所ネットワーク会議 

    圏域内の介護事業所を対象に、顔の見える関係づくりとチームでの取り組みの必要

性を確認する目的で開催を企画した。（東部包括と合同で開催） 

年月日 内容 会場 参加者 

7. 7.25 
経済的に困窮している方へのサービス導入に

ついて 

市民活動センター 

多目的室 

28 

事業所 

7.11.28 
～虐待を未然に防ぐための気づきと連携～に

ついて 

市民活動センター 

多目的室 

28 

事業所 

 

  ・地域団体、関係機関の会合等へ参加 

 名称 
参加回数

(回) 

地
区
活
動

へ
の
参
加 

民生委員地区会（萱野東・萱野北・豊川南） 3 

小地域ネットワーク会議（萱野北・豊川南） 3 

いきいきサロン・カフェ等（萱野東・萱野北・豊川南） 77 

出
前
講
座 

大阪信用金庫 出張相談会（年金支給月に開催） 4 

認知症サポーター養成講座（大阪信用金庫） 2 

認知症サポーター養成講座・声かけ体験（萱野北小地区福祉会） 1 

介護サービス＆介護予防・認知症チェックリスト（萱野北小地区福

祉会・はつらつ会） 
1 
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関
係
会
議
へ
の
参
加 

地域密着型サービス等運営推進会議 7か所 

（華の家、アケソニア、巽、ひかり、あすか箕面、楽園、樹楽箕面） 
14 

生活困窮者自立支援推進協議会 

（全体会 2回、部会 3回） 
5 

ささえあい推進会議（萱野東・萱野北・豊川南） 

※内 2回は、船場東・如意谷の特定エリアの会議 
5 

地域包括支援センター連絡会（全体会議）  12 

元気サポート会議 4 

専門職会議 

（保健師・看護師 1回、主任ケアマネ 3回、社会福祉士 3回） 
7 

ケアマネ連絡会役員会（毎月） 12 

包括意見交換会 12 

在宅医療推進事業運営委員会 5 

箕面市介護サービス評価専門員会議 1 

箕面市認知症施策推進会議 1 

 

（５）認知症カフェ 

専門職型の認知症カフェとして、学びの場と当事者が気軽に参加できる場を目的に実施し

た。 

 

オレンジカフェ太陽 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

7. 4.23 高齢者施設について知っていますか？ 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
10（2） 

6.25 
箕面市の認知症背策について・脳トレ・カフ

ェ 

豊川南小コミセン 

太陽の家 
10（3） 

8.27 
ミニ講座（成年後見制度）・脳トレ・カフェタ

イム 

豊川南小コミセン 

太陽の家 
16（4） 

10.22 
転倒しない身体づくり（PT）・認知症と口腔清

潔について（歯科医）・脳トレ・おしゃべり 

豊川南小コミセン 

太陽の家 
26（5） 

12.24 介護保険～これからどうなる～ 
豊川南小コミセン 

太陽の家 
17（4） 

8. 2.25 
認知症当事者様の気持ち家族様の気持ち（接

し方）について 

豊川南小コミセン 

太陽の家 
16（2） 

（）内は認知症当事者 
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オレンジカフェ“かやの” 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

7. 5.29 高齢者施設の選び方/ピグマリオン酒井氏 
Q,sモール 

Q,sリビング 
17（5） 

7.24 箕面市の認知症への取り組み・最新情報 
Q,sモール 

Q,sリビング 
13（4） 

9.25 「成年後見制度」について・脳トレ 
Q,sモール 

Q,sリビング 
13（5） 

11.27 
「地域の特別養護老人ホーム”白島荘と認知

症の暮らし”」 

Q,sモール 

Q,sリビング 
14 

8. 1.22 
摂食嚥下と誤嚥性肺炎について/みのおデン

タルクリニック歯科医師 

Q,sモール 

Q,sリビング 
21（6） 

3.26 
知っておこう！特殊詐欺から身を守るため

の方法/市市民安全政策室職員、予防体操など 

Q,sモール 

Q,sリビング 
18（4） 

（）内は認知症当事者 

ルミナスオレンジカフェ 

年月日 内容 会場 参加者（名） 

7. 7.31 認知症のこと、成年後見制度の利用など 
ルミナス四番街 

集会所 
9（1） 

8. 3.10 認知症について少し知りたい 
ルミナス四番街 

集会所 
11 

（）内は認知症当事者 

 

（６）研修の参加 

 包括新任職員向けの研修など例年あるものに加えて、障害部門との勉強会や居住支援につ

いての準備会など、例年にない取り組みや研修にも参加した。 

・外部研修 

年月日 名称・テーマ・講師 主催 参加者(名) 

7. 5.16 
ケアマネジャー連絡会記念講演 

「これからのケアマネジメントに必要な事」 

市ケアマネ 

連絡会 
3 

6.12 
第 1回多職種連携研修会 

「高齢者における口腔ケアの大切さ」 
市医師会 4 

6.26 

令和 7 年度介護予防ケアマネジメント ICT 化促

進事業地域ケアマネジメント研修 

「介護予防・自立支援について・グループワー

ク」 

府介護支援課 1 
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7.23 

～8.13 

高齢者虐待対応現任者研修（全 3回） 

「養護者による高齢者虐待対応について、虐待

対応について、虐待対応の総合演習」 

大阪社会福祉士

会 
1 

7.25 
ケアマネ連絡会定期研修会 

新人研修「箕面市の書類の書き方など」 

市ケアマネ 

連絡会 
3 

9. 4 
第 2回多職種連携研修会 

「薬剤師による在宅訪問これからの調剤薬局」 
市医師会 3 

9.26 
ケアマネ連絡会定期研修会 

「消費者被害について」 

市ケアマネ 

連絡会 
3 

10. 4 

在宅療養者の重症化防止に係る研修会 

「多職種協働によるリハビリ・口腔・栄養の一

体的な取り組み」 

府医師会 

（府在宅医療総

合支援事業） 

1 

10.18 

在宅医療講演会 

「在宅医療多職種で行う地域の災害対策・広域

での災害対策の実践」 

市医師会 2 

10.24 

北摂地域の在宅ケアと医療講演会（第 1 回みそ

ら塾） 

「在宅医療の現状と未来、訪問歯科診療の重要

性」 

みそら株式会社 1 

11.12 
「安心してくらし続けることを支える」 

「いま求められる居住支援・吹田市の状況」 

市居住支援協議

会設立準備室 
1 

11.18 
まちづくり・地域づくりに関するフォーラム 

「地域包括ケアシステムの構築など」 

株式会社 

日本能率協会総

合研究所 

1 

12. 6 
第 3回多職種連携研修会 

「特殊詐欺の事例及び被害防止について」 
市医師会 3 

12.15 

地域包括ケアシステム充実強化研修 

「ヤングケアラー、8050、地域包括ケアシステ

ムなど」 

府介護支援課 1 

8.1.21 
介護支援専門員向け勉強会 

障害者福祉サービスの概要と介護保険との関連 

主任 CM職域会

議(市地域包括

ケア室) 

1 

2. 6 
令和７年度権利擁護支援シンポジウム 

「成年後見は終われるか？」 

成年後見センタ

ー・リーガルサ

ポート 

1 
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2. 6 
ゲートキーパー養成講座 

「悩みを抱える人の SOSに気づく」 
市地域保健室 1 

2.18 
事例で学ぶ高齢者虐待防止の実践と解説セミナ

ー 

株式会社 

トーカイ セミ

ナー事務局 

1 

2.18 
認知症カフェ研修 

「問いなおそう語り合おう認知症カフェの今」 

市認知症カフェ

ネットワーク 
1 

2.26 

ケアマネ連絡会定期研修会 

「ケアマネが知っておきたい疾患別の薬の知識

と薬剤師との連携」 

市ケアマネ 

連絡会 
1 

3.18 
ケアマネ連絡会医療研修会 

「高齢者のアルコール依存症の理解と対応」 

市ケアマネ 

連絡会 
1 
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生活困窮者自立支援事業（受託事業） 

 

（１）相談支援の状況 

①新規相談件数（自立相談支援事業、家計改善支援事業、就労準備支援事業） 

令和７年度は、令和６年度に比べて新規相談件数は微増だが、支援決定に至らず相談・

情報提供で終了するケースが多かった。 

 

 ＜新規相談＞                        (件) 

 令和 7年度 令和 6年度 

新規相談受付件数 497 472 

対応 

内訳 

支援決定※1 148 159 

相談・情報提供のみ 316 274 

ほか機関・ほか制度につなぐ 33 39 

支援 

内容 

自立相談支援プラン 93 106 

家計改善支援プラン 55 66 

就労準備支援プラン 39 55 

住居確保給付金※2 5 3 

※1 支援プラン作成の同意を得るための支援も含む。 

※2 離職等により住居を失う恐れが高い人に求職活動を要件に、家賃額（上限あり）を一定

期間支給（収入や資産の上限あり） 

 

 ＜相談者年代＞           (件)  ＜相談者性別＞           (件) 

年 代 令和 7年度 令和 6年度  性 別 令和 7年度 令和 6年度 

～19歳 9 11    男 性 258 243 

20代 58 51    女 性 238 227 

30代 59 58    不 明 1 2 

40代 61 72  合 計 497 472 

50代 90 97     

60代 65 51     

70歳～ 112 111     

不明 43 21     

合 計 497 472     

 

 

 

 

９ 生活困窮者自立支援事業サービス区分 
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 ＜相談者居住校区＞                              (件) 

居住校区 令和 7 年度 令和 6年度 居住校区 令和 7年度 令和 6年度 

彩都の丘 6 4 中小 33 41 

豊川北小 36 49 箕面小 47 35 

東小 38 41 西小 47 38 

豊川南小 33 25 南小 26 28 

萱野東小 37 42 西南小 63 56 

萱野北小 27 25 止々呂美 6   6 

萱野小 41 37 市外または不明 23   15 

北小 34 30 合計 497 472 

 

＜相談者の主訴＞ 

内 容 件数 内 容 件数 

病気や健康、障害のこと 137 地域との関係について 3 

住まいについて 102 家族との関係について 58 

収入・生活費のこと 326 子育てのこと 16 

家賃やローンの支払いのこと 108 介護のこと 26 

税金や公共料金等の支払いについて 60 ひきこもり・不登校 75 

債務について 50 ＤＶ・虐待 9 

仕事探し、就職について 95 食べるものがない 13 

仕事上の不安やトラブル 12 その他 26 

  ※重複あり 

 

＜背景にある課題＞ 

内 容 件数 内 容 件数 内 容 件数 

病気 137 家計管理の課題 53 中学・高校中退 1 

けが 8 就職活動困難 42 ひとり親 18 

障害（手帳有） 66 就職定着困難 22 DV・虐待 12 

障害（疑い） 27 生活習慣の乱れ 4 外国籍 2 

自死企図 8 社会的孤立 79 刑余者 1 

その他メンタルヘル

スの課題 
100 

家族関係・家族の

問題 

72 コミュニケーショ

ンが苦手 

16 

住まい不安定 41 介護 22 本人の能力の課題 9 

ホームレス 4 子育て 13 被災 0 

経済的困窮 285 不登校 4 その他 18 

債務（多重・過重） 58 非行 1   

  ※重複あり 
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②支援による状況の変化 

自立相談支援プランにより支援した 153名のプラン数 181 件のうち、状況変化があっ

たのは 233 項目だった。なお、自立への課題が解決していない相談者に関しては、モニ

タリングを行い継続して支援を行っている。 

 

変化項目 項目数(個) 変化項目 項目数(個) 

医療機関の受診開始 11 生活習慣の改善 4 

健康状態の改善 7 対人関係･家族関係の改善 2 

障害手帳取得 2 自立意欲の向上･改善 16 

住まいの確保・安定 13 孤立の解消 9 

生活保護の適用 6 精神の安定 6 

家計の改善 13 家計管理状況の把握 27 

債務の整理 10 家計管理の重要性の認識 9 

職場定着 8 支出の優先順位付け 9 

就職活動開始 7 家計の範囲内での支出 6 

職業訓練の開始、就学 3 家計管理の見通し 0 

社会参加の機会の増加 15 その他 50 

                                   ※重複あり 

③継続的支援事業 

令和６年４月より市から事業受託を行い、アウトリーチを目的として事業を実施してい

る。民生委員・児童委員やご近所から「気になる」と連絡をうけた世帯に対して、チラシの

ポスティング等によるアプローチを行った。なお、令和６年度はコロナ特例貸付利用者に

対する貸付フォローアップ支援事業も含めていたが、他の事業対象者を重複してカウント

することができないため、貸付フォローアップは資金貸付事業での対応として整理した。 

（件） 

対象者 
令和 6年度 

からの継続 

令和 7年度 

新規 

令和 7年度 

終結 
合計 

生活相談窓口把握 25 12 1 36 

貸付フォローアップ 285 0 285 0 

合計 310 12 286 36 

 

・民生委員・児童委員との個別懇談 「ひきこもり等の実態調査」の実施 

  地域住民の身近な相談相手である民生委員・児童委員から「普段の活動の中で気になる

住民（特にひきこもり状態にあるかた）」の聞き取りを通して、課題を抱えたかたの早期発

見を目的に聞き取りを実施した。結果、３３名のひきこもり状態にあるかたの把握につな

がった（うち、新規ケースは２２名）。実施にあたっては、顔の見える総合相談・支援事業

の地域アセスメントと連動して行った。 
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対象：箕面市内の民生委員・児童委員 166 人（※主任児童委員を含み、欠員は除く） 

期間：令和７年７月～１１月 

方法：社協職員２名（生活相談窓口、ささえあいステーション）による個別の聞き取り 

内容：①民生委員活動の中で感じること（担当エリアの特徴、活動の悩み 等） 

②担当エリア内の気になる住民（特に、ひきこもり状態のかた） 

③生活相談窓口（ひきこもり相談窓口）での支援内容 

④ひきこもり状態にあるかたへの具体的な支援策 

 

（２）生活困窮者自立支援推進協議会の開催 

庁内外の支援機関による早期の支援が届くよう、各窓口の制度や役割を確認するととも

に、スムーズな連携が図れるネットワーク形成を目的として協議会を開催した。 

協議会は全体会と部会で構成されており、行政からは教育委員会や健康福祉部、市民サ

ービス政策室、債権管理機構等、他には学校や高齢者くらしサポート、相談支援事業所な

どの障害福祉サービスの各事業所が参画し、会議内で出席者同士の意見交換等を行った。 

  令和７年度は、大阪公立大学国際基幹教育機構の坂東希准教授に第１回部会の研修の講

師と、第２回全体会の外部アドバイザーを依頼し、協議会の議論の深化と検証を図った。 

 

 ①全体会 開催状況：２回 

年月日 内容 会場 参加者(名) 

7. 7. 8 

・生活相談窓口の相談支援の状況報告 

・相談支援に関わる事業や仕組みづくり 

・今年度の部会の企画の共有と決定 

講堂 47 

8. 2.24 

・生活相談窓口の相談支援の状況報告 

・関係機関からの報告と意見交換 

・部会報告について 

講堂 37 

 

②部会 開催状況：３回 

年月日 内容 会場 参加者(名) 

7. 8. 8 

相談員研修 

（相談者との関係づくり、多職種同士の連携とチ

ームづくり） 

ライフプラザ

大会議室 
51 

9. 8 
多機関連携 

第１回部会の研修を踏まえたテーマ別事例検討 
講堂 47 

10.17 福祉と教育の連携 講堂 32 
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（３）就労準備のための支援 

①グループワーク 

就労経験がない、または少ない人を対象に、就労に向けたグループワークを開催した。

他者とのコミュニケーションに苦手意識のある人がほとんどであるため、まずは苦手意

識を少しでも克服できるよう、コミュニケーションの積み重ねを目的とした。 

令和７年度は、地区福祉会の参加・協力を得ることで、住んでいる地域での知り合いが

でき、新たなつながりをつくることができた。毎回参加するメンバー間では顔なじみに

なった参加者同士の関わりが、少しずつ見られるようになった。 

 

参加者のべ４８名。（令和６年度 のべ５１名） 

年月日 テーマ 参加者(名) 

7. 5.30 
自己紹介、作業(絵手紙の塗り絵、タングラムパズルづくり)、 

サークル活動の案内 
6 

6.27 自己紹介＋α、作業(しおりづくり) 7 

7.25 ボードゲーム（ライフリテラシー）、トランプ（ぶたのしっぽ） 4 

8.29 自己紹介＋α、トランプ（大富豪） 5 

 9.27 自己紹介＋自分のしているゲームについて話す、トランプ 3 

10.31 カードゲーム「短所を長所に変えたいやき」 2 

12. 5 ボッチャ(豊川南小福祉会から２名参加。進行の協力あり) 4 

12.26 ボッチャ(豊川南小福祉会から２名参加。進行の協力あり) 6 

8. 1.30 隣の人の好きな食べ物を質問して当てる、トランプ 3 

2.27 ワードウルフ、トランプ(大富豪) 5 

3.27 箕面市内の地図を見て情報交換、トランプ(大富豪) 3 

 

②履歴書・面接の指導（実人数４名） 

面接は２名の指導を実施し、履歴書作成は４名の指導を実施した。指導を受けた４名

全員が後に就職につながり、現在も就労を継続している。 

 

③職場見学・体験 

職場見学・体験を受け入れる３２事業所のなかから、４事業所（ローソン箕面駅前店、

NPO 法人 NPO 千の風 中途障害者作業所いきがいワーク、コープ箕面店、㈱ジャパン・ポ

スティング・サービス）の協力を得た。 

 

 事業所数 参加者数(名) 就労に繋がった数(名) 

見学のみ - - - 

見学・体験 4 8 2 
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④認定就労訓練事業の実施 

すぐに一般就労ができない相談者を対象に、大阪府から認定を受けた事業所で認定就

労訓練事業を利用した。令和７年度は当社協で事務補助業の内容で１名、大阪府社会福

祉事業団で事務補助業の内容で２名が利用し、内１名は同業務での採用に至っている。 

 市内認定事業所数 利用事業所数 利用者数(名) 

令和 7年度 9 2 3 

令和 6 年度 9 2 2 

 

（４）ひきこもり当事者の家族への支援 

・ひきこもり家族のつどい 

ひきこもり状態にある本人の家族が元気になれる場として奇数月に定期開催した。 

参加家族からの提案により、５月のつどいでは、ひきこもりの当事者と家族を支援する

大阪虹の会 理事 日花睦子氏をゲストとして招いた。 

 

 令和７年度 のべ６１家族、６３名（令和６年度 のべ４９家族、４９名） 

年月日 参加人数(家族数) 年月日 参加人数(家族数) 

7. 5.12  15（14） 11.10  9（9） 

7.14  8（8） 8. 1.19  9（9） 

9. 8  9（8） 3.19  13（13） 

 

（５）市内のひきこもりに対する理解を広げる取り組み 

・ひきこもりをテーマとした講演会 

「ひきこもりへの理解促進」「当事者の孤立防止」「当事者とつながる」ことを目的とし

て一般市民を対象に講演会を開催した。令和７年度は「8050 問題」をテーマとした。 

 

年月日 内容・講師 会場 参加者(名) 

7.12.20 

講演会 

「8050問題を考える～孤立させないために、私た

ちにできることは何か～」 

講師：一般社団法人 マノ・ア・マノ   

代表理事 村上 邦男 氏 

ライフプラザ 

大会議室 
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（６）貸付フォローアップ支援事業との連携 

コロナ特例貸付の償還猶予申請にあたって、生活相談窓口から償還猶予の必要性を記載

した意見書を作成、猶予期限終了時に償還が難しい状況である場合の意見書作成を行った。 

また、償還滞納者（487名）を対象とした米配布や借受人（1,267 名）への情報発信の機

会には、生活相談の実施や地域情報の発信など、資金貸付事業と連動した取り組みを実施
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した。 

 

 対象者数(名) 

償還猶予の意見書作成 7 

償還免除の意見書作成 21 

 

（７）研修の開催、参加状況 

年月日 名称・テーマ・講師 主催 参加者(名) 

7. 6. 6 

面接相談援助技術基礎講座 

・コミュニケーションの基礎、きく実習、援助的コ

ミュニケーションとは 

 講師：関西学院大学 教授 川島惠美氏 

府社協 1 

10.30 

ほか 

2日間 

相談支援員初任者研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・相談支援員の基礎知識 

全社協 2 

11. 8 

ほか 

1日間 

生活困窮者自立支援全国研究交流大会 

・全体会「こども・若者の困窮に向き合う」ほか 

・分科会／まとめの全体会 

生活困窮者

自立支援全

国ネットワ

ーク 

1 

11.20 

ほか 

1日間 

家計改善支援員養成研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・家計改善支援事業について 

全社協 1 

7.11.26 

ほか 

2日間 

就労支援員・就労準備支援事業従事者養成研修 

・生活困窮者自立支援制度について 

・就労支援、就労準備支援事業について 

全社協 2 
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居宅介護支援事業 

在宅生活を送られている要介護認定者と要支援認定者に対して、ご本人やそのご家族が地

域で安心して暮らせるよう介護サービスを活用した居宅サービス計画（ケアプラン）の作成

や相談支援を行った。また市委託による認定調査も実施している。更に、介護保険だけでは

対応できないご利用者やご家族に対しては、日常生活自立支援事業、生活困窮者自立支援事

業等の地域福祉サービスと連携を取りながら支援を行った。  

その他、災害に備えた箕面市個別避難計画や社協独自の取り組みに協力も行っている。 

 

（１）レセプト請求実績 

 令和7年度 令和6年度 

月 要介護(件) 要支援(件) 合計(件) 要介護(件) 要支援(件) 合計(件) 

4 141 46 187 150 44 194 

5 147 45 192 151 41 192 

6 161 45 206 156 43 199 

7 158 48 206 152 40 192 

8 156 45 201 156 39 195 

9 151 51 202 158 39 197 

10 105 34 139 150 44 194 

11 116 34 150 151 40 191 

12 112 35 147 154 41 195 

1 103 33 136 158 42 200 

2 107 37 144 150 39 189 

3 102 44 148 148 41 189 

合計 1559 497 2058 1,834 493 2,327 

平均 130 41 171 153 41 194 

 

（２）認定調査実績 

 箕面市(件) 市外(件) 

令和 7年度 21 - 

令和 6年度 84 - 

 

 

 

 

 

 

10 居宅介護支援事業サービス区分 
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（３）研修の開催、参加状況 

専門性の高い人材を確保し、質の高いサービスを提供することを目的とした体制を確保

するため、各介護支援専門員が個別具体的な計画を定めて研修を受講及び実施した。 

①外部研修 

年月日 名称・テーマ 主催 
参加者

(名) 

7. 9. 4 

  

 

在宅医療・介護推進 手職種連携研修会 

「薬剤師による在宅訪問とこれからの調剤薬局」 

 （箕面市薬剤師会会長 今西 惠氏） 

市医師会 2 

 

6.18 

9.17 

 12.17 

多職種連携元気サポート会議 

事例検討会：アルコール依存症・胃がん再発 

事例検討会：高次脳機能障害・パーキンソン病 

事例検討会：多職種介入・老々介護夫婦 

市地域包括 

ケア室 

 

1 

1 

1 

 

 5.16 

 

 7.25 

9.26 

 

2.26 

 

3.18 

ケアマネ連絡会 

総会、記念講演 

（国際医療福祉大学大学院 石山麗子教授） 

新人研修会（箕面市高齢福祉室） 

主任ケアマネ向け「消費者被害を防ぐために」

（箕面市消費生活センター 消費生活相談室） 

定期研修「薬剤師との連携」        

（箕面市薬剤師会会長 今西 惠氏） 

医療研修会「高齢者のアルコール依存症」 

（ためなが温泉病院 八田 直己医師） 

市ケアマネ 

連絡会 

 

3 

 

1 

1 

 

1 

 

1 

 

 6.20 

 

1.21 

中西部圏域ネットワーク会議 

権利擁護・虐待について 

（日本社会福祉士会 新宮 進氏） 

障碍者福祉制度と介護保険制度の連携 

（ライフタイムミント 福永 英司氏） 

中西部 

地域包括 

支援センター 

 

1 

 

3 

5.22 

12. 8 

第一回認定調査員研修  

第二回認定調査員研修 

市高齢福祉室 1 

1 

 

 6.25 

  

8.27 

 

 

居宅事業所共同研修 

電動車いす、マットレスの体験 7 事業所 20 名 

 （ライフマーク吹田 田中 宏一氏） 

BCP 感染症防止訓練 6 事業所 19 名 

 （イエナ訪問看護 青柳綾子氏） 

 

市内 7事業所

共同実施 

 

1 

 

2 
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②内部研修 

開催数 テーマ 

毎週水曜日 30分 

全 50回 

・法令遵守 

・感染症 

・困難事例 

・プライバシー保護 

・ハラスメント 

・地域の社会資源 

・ケアマネジメント技術 

・苦情（内容と改善点） 

・業務継続計画   ほか 
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ホームヘルプ事業 

利用者が住み慣れた地域で自立した生活を安心して営めるよう、訪問介護サービスの質の向上

に努めた。総派遣回数は、令和６年度並みの実績を維持する結果となった。内訳として、介護保

険サービスの派遣回数は前年度比で約 1割減少した一方、障害福祉サービスは約 1割伸長した。 

人材育成としては、専門スキルの習得を目的に「同行援護従業者養成研修」へ延べ６人の職員

が参加した。また、内部研修においては多岐にわたるテーマで開催し、延べ 270 人の職員が参加

するなど、資質向上に努めた。 

 

（１）ホームヘルプサービス派遣実績 

区分 

介護保険 
 介護予防・

総合事業 

居宅介護・同行援

護・重度訪問介護 
移動支援 合計 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

回数 

(回) 

派遣時間 

(時間) 

7年度 8,442 6,497 2,396 1,782 7,357 6,763 1,037 3,162 19,232 18,204 

6年度 9,658 7,760 1,805 1,351 6,872 6,471 936 2,946 19,271 18,529 

比較 △1,216 △1,263 591 431 485 292 101 216 △39 △325 

 

（２）研修の開催、参加状況 

 ①外部研修 

年月日 名称・テーマ 主催 
参加者

(名) 

7. 4. 1 

 ～8. 3.31 

同行援護従業者 養成研修 一般過程 

同行援護従事者 養成研修 応用過程 

未来ケアカレッ

ジ 

5 

1 

 

②内部研修 

年月日 名称・テーマ 
参加者

(名) 

7. 4.18 障害者虐待防止法の理解と対応 27 

5.15 身体拘束、接遇・マナーについて 27 

6.19 熱中症予防、感染予防 23 

7.17 脱水、嚥下障害 24 

8.21 苦情・ヒヤリハットの事例検討会 22 

9.18 腰痛予防、移乗介助、立ち上がり介助 23 

10.16 
災害対策（BCP）及び緊急時の対策 

安全交通 
24 

11.20 床からの立ち上がり介助方法 25 

11～15 訪問介護事業・障害居宅介護事業サービス区分等 
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12.19 
ご本人とご家族の為の認知症 ABC 

倫理及び法令遵守に関する研修 
25 

8. 1.15 個人情報の取り扱いを理解する 24 

3.19 精神疾患について理解する 26 
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稲デイサービスセンター事業 

 

（１）通所介護事業実績 

 ①月別年間利用実績 

 令和 7年度 令和 6年度 対前年比較（増減） 

月 
日数

(日) 

利用者数

(名) 

1日平均

(名) 

日数

(日) 

利用者数

(名) 

1日平均

(名) 

日数

(日) 

利用者数

(名) 

1日平均

(名) 

4月 26 573 22 26 679 26 - △106 △4 

5月 27 580 21 27 693 26 - △113 △5 

6月 25 569 23 25 624 25 - △55 △2 

７月 27 623 23 27 684 25 - △61 △2 

8月 25 578 23 27 605 22 △1 △27 1 

9月 26 554 21 25 595 24 1 △41 △3 

10月 27 608 23 27 657 24 - △49 △1 

11月 25 546 22 26 641 25 △1 △95 △3 

12月 24 525 22 24 565 24 - △40 △2 

1月 24 515 21 24 524 22 - △9 △1 

2月 24 525 22 24 526 22 - △1 0 

3月 26 569 22 26 582 22 - △13 0 

上半期 156 3,477 22.3 157 3,880 24.7 △1 △403 △3 

下半期 150 3,288 21.9 151 3,495 23.1 △1 △207 △1 

年間計 306 6,765 22.1 308 7,375 23.9 △2 △610 △2 

 

②介護度別年間登録利用者（延べ人数・パーセンテージ） 

 
総合 

事業 

介護 

相当 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
合計 

7年度 

人数 

(名) 
314 23 487 113 49 24 16 1,026 

比率 

(％) 
30.6 2.2 47.5 11.0 4.8 2.3 1.6 100 

6年度 

人数 

(名) 
328 41 471 126 83 19 2 1,157 

比率 

(％) 
30.7 3.8 44.0 11.8 7.8 1.8 0.2 100 

 

 

 

１6 稲デイサービスセンター事業サービス区分 
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（２） 市民・地域に開かれた事業展開 

①日課・行事ボランティアのデイ参加 

令和7年度 令和6年度 

参加者148名（個人12名、団体25グループ） 参加者205名（個人27名、団体46グループ） 

 

②箕面市職員研修受け入れ（新規採用職員・新任監督職員） 

令和7年度 令和6年度 

受け入れ人数 8名（16日） 受け入れ人数 7名（15日） 

 

（３）研修の開催、参加状況 

①施設外研修 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

7 .6. 6 面接相談援助技術基礎講座 府社協 1 

6.10 

20 

27 

福祉職員研修（中堅職員） 府社協 1 

7.9.29 
災害時における社会福祉法人・事業所の役割と

期待 

箕面市社会福

祉法人連絡会 
1 

8.1.28 「ことばのヤングケアラー」をなくすために 

特例非営利活

動法人  

共に暮らす 

1 

 

②施設内研修 

委員会制度を導入して研修を実施 

年月 名称・テーマ 参加者(名) 

7. 5 認知症及び認知症ケアに関する研修 14 

6 虐待について 14 

7 プライバシー保護について 14 

8 腰への負担が少ない移乗介助 14 

9 事故発生又は再発防止に関する研修 14 

10 ヒヤリハット研修 14 

11 緊急時の対応に関する研修 14 

12 感染症に関する研修 14 

8. 1 倫理及び法令厳守に関する研修 14 

2 非常災害時の対応に関する研修 14 

3 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修 14 
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7年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 2,505 2,335 2,245 2,495 2,715 2,607 2,652 2,406 2,304 2,233 2,065 2,406 28,968

短期入所 164 284 175 192 180 182 182 184 159 199 202 185 2,288

計 2,669 2,619 2,420 2,687 2,895 2,789 2,834 2,590 2,463 2,432 2,267 2,591 31,256

1日平均 89.0 84.5 80.7 86.7 93.4 93.0 91.4 86.3 79.5 78.5 78.2 83.6 85.6

6年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 2,529 2,447 2,470 2,753 2,782 2,633 2,744 2,507 2,656 2,535 2,411 2,761 31,228

短期入所 155 146 158 149 170 135 156 193 125 138 175 150 1,850

計 2,684 2,593 2,628 2,902 2,952 2,768 2,900 2,700 2,781 2,673 2,586 2,911 33,078

1日平均 89.5 83.6 87.6 93.6 95.2 92.3 93.5 90.0 89.7 86.2 92.4 93.9 90.6

対前年度増減 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 △ 24 △ 112 △ 225 △ 258 △ 67 △ 26 △ 92 △ 101 △ 352 △ 302 △ 346 △ 355 △2,260

短期入所 9 138 17 43 10 47 26 △ 9 34 61 27 35 438

計 △ 15 26 △ 208 △ 215 △ 57 21 △ 66 △ 110 △ 318 △ 241 △ 319 △ 320 △1,822

1日平均 △0.5 0.8 △6.9 △6.9 △1.8 0.7 △2.1 △3.7 △10.3 △7.8 △14.2 △10.3 △5.0

(単位：名）

(単位：名）

１７～２０  介護老人保健施設事業サービス区分

箕面市立介護老人保健施設運営事業

（１）介護老人保健施設サービス、短期入所サービスの実績(月間延べ利用者、１日平均入所者)

［施設入所利用定員（短期入所含む）：100名］

(単位：名）

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

名

月

のべ入所者数（前年度との比較）

■R7▲R6
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（２）介護度別　施設利用者数（実人数、市内･市外別）

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外

1 13 1 15 1  14 1  15 2  17 2  17 2  17 2  17  2   15  2  

2 19 3  17 4  17 2  16 3  17 3  16 4  17 3  17  3   19  3  

3 19 3  18 3  18 4  36 6  18 2  17 2  16 1  13  2   13  3  

4 20 2  16 2  17 3  23 4  24 5  22 4  23 4  23  4   17  4  

5 11 3  8  3  28 5  8  2  8  2  9  2  9  3  9  3   10  3  

計 82 12 74 13 94 15 98 17 84 - 81 14 82 13 79 14 74 15

要支援 - - - - 1  - - - - - 1  - - - 1  -  -  - 

1 5  - 9  - 5  - 4  - 5  - 6  - 6  - 6  -  8   - 

2 7  - 9  - 8  - 6  1  9  - 8  - 6  - 8  1   8   1  

3 3  - 5  - 3  - 5  - 4  - 2  1  8  1  8  -  8   - 

4 2  - 6  - 3  - 7  - 3  - 3  - 3  - 2  -  1   - 

5 5  1  5  - 5  - 4  - 6  1  5  2  5  2  5  1   4   1  

計 22 1 34 - 25 - 26 1 27 1 25 3 28 3 30 2 29 2

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 計 市内 市外 計

1 16 3  17 2  19 1  192 21 213 144 16 160

2 20 1  21 - 23 - 219 29 248 195 65 260

3 11 3  10 5  14 5  203 39 242 210 42 252

4 15 4  12 3  16 2  228 41 269 256 40 296

5 12 4  10 - 11 5  133 35 168 138 40 178

計 74 15 70 10 83 13 975 165 1,140 943 203 1,146

要支援 1  - - - - - 4  - 4 5 - 5

1 7  - 7  - 3  - 71 - 71 76 5 81

2 9  - 9  - 7  - 94 3 97 67 5 72

3 6  - 6  - 5  - 63 2 65 49 2 51

4 2  - 3  - 3  - 38 - 38 55 1 56

5 5  1  5  - 5  - 59 9 68 69 7 76

計 30 1 30 - 23 - 329 14 343 321 20 341

（３）月末在所者数（男女別）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

27 21 21 26 26 28 29 27 26 22 26 32

59 57 61 66 63 65 61 56 53 56 55 56

86 78 82 92 89 93 90 83 79 78 81 88

上記、サービス種別毎の内訳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男性 25 19 20 22 26 26 26 23 26 22 25 29

女性 53 52 56 63 60 59 60 53 49 48 53 50

計 78 71 76 85 86 85 86 76 75 70 78 79

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男性 2  2  1  4  - 2  3  4  - - 1  3  

女性 6 5  5  3  3  6  1  3  4  8  2  6  

計 8 7 6 7 3 8 4 7 4 8 3 9

短期
入所

平均 比率(%)

1.8 29.5

4.3 70.5

6.1 100.0

計 84.9 100.0

施設
入所

平均 比率(%)

24.1 30.6

54.7 69.4

78.8 100.0

男性 25.9 30.5

女性 59.0 69.5

22.3%

100.0% 100.0%

平均 比率(%)

25.8%

14.7% 15.5%

（単位：名）

短
期
入
所

1.2% 1.5%

20.7% 23.7%

28.3% 21.1%

18.9% 15.0%

11.1% 16.4%

19.8%

施
設
入
所

短
期
入
所

施
設
入
所

18.7% 14.0%

21.8% 22.7%

21.2%

100.0% 100.0%

年間計 前年度

構成比 構成比

22.0%

23.6%

種別 要介護度
1月 2月 3月

（単位：名）

種別 要介護度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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（４）入所経路及び退所先

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 比率(%)

家　　庭 5   6   9   8   4   5   5   5   9   7   10  8   81 48.5

医療機関 5   4   6   10  11  5   7   5   6   7   5   10  81 48.5

介護施設 -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  0 0.0

そ の 他 -  -  1  3  -  -  -  -  -  -  1   -  5 3.0

計 10 10 16 21 15 10 12 10 15 14 16 18 167 100.0

家　　庭 7   9   7   4   4   7   7   8   7   7   4   11  82 46.9

医療機関 7   4   2   5   8   4   3   6   5   8   2   5  59 33.7

介護施設 3   2   -  1   1   -  1   3   1   3   -  1  16 9.1

死　　亡 -  -  1   -  -  -  1   -  -  -  1   -  3 1.7

そ の 他 1   2   1   2   1   1   -  1   3  1   1  1   15 8.6

計 18 17 11 12 14 12 12 18 16 19 8 18 175 100.0

△ 8 △ 7 5 9 1 △ 2 0 △ 8 △ 1 △ 5 8 0 △ 8

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 比率(%)

家　　庭 2   4   6   9   6   6   3   7   3   7   7   5   65 40.6

医療機関 9   9   8   8   5   5   4   12  10  12  6   4   92 57.5

介護施設 -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  1  1 0.6

そ の 他 -  -  -  1  -  -  -  1  -  -  -  -  2 1.3

計 11 13 14 18 11 11 7 20 13 19 13 10 160 100.0

家　　庭 6   4   5   3   5   4   5   5   5   5   4   9   60 37.0

医療機関 6   8   3   4   4   4   3   10  15  4   4   3  68 42.0

介護施設 2   -  -  -  1   -  2   1   -  3   -  -  9 5.6

死　　亡 1   -  -  1   1   1   1   -  -  -  -  -  5 3.1

そ の 他 4   1   3   4   -  2   2   -  -  2   -  2   20 12.3

計 19 13 11 12 11 11 13 16 20 14 8 14 162 100.0

△ 8 0 3 6 0 0 △ 6 4 △ 7 5 5 △ 4 △ 2

入
所
者
数

退
所
者
数

差引

7年度

入
所
者
数

退
所
者
数

差引

※「その他」特別養護老人ホームと介護老人保健施設以外

6年度
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①月間実人数、延利用者数、１日平均

7年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 26 27 25 27 26 26 27 25 26 25 23 26 309

実人数 81 83 84 82 80 80 79 81 84 83 81 83 981

延利用者 624 626 614 674 611 613 651 613 637 582 537 571 7,353

1日平均 24.0 23.2 24.6 25.0 23.5 23.6 24.1 24.5 24.5 23.3 23.3 22.0 23.8

6年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 26 27 25 27 27 25 27 26 25 25 24 26 310

実人数 87 86 81 79 72 69 66 75 76 76 74 76 917

延利用者 653 659 599 605 547 518 576 569 572 572 548 595 7,013

1日平均 25.1 24.4 24.0 22.4 20.3 20.7 21.3 21.9 22.9 22.9 22.8 22.9 22.6

対前年度増減 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

日数 - - - - △ 1 1 - △ 1 1 - △ 1 - △ 1

延利用者 △29 △33 15 69 64 95 75 44 65 10 △11 △24 340

1日平均 △1.1 △1.2 0.6 2.6 3.2 2.9 2.8 2.6 1.6 0.4 0.5 △0.9 1.2

（５）通所リハビリテーション利用者数

［通所リハビリテーション利用定員：４０名］

(単位：名）

②要介護別年間利用者数 （単位：名）

7年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

実人数 10 81 270 238 160 126 96 981

延利用者 38 511 1,961 1,878 1,201 1,093 671 7,353

6年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

実人数 -      68 250 242 141 111 105 917

延利用者 -      441 1,976 1,850 1,044 1,042 660 7,013

対前年度増減 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

実人数 10 13 20 △ 4 19 15 △ 9 64

延利用者 38 70 △ 15 28 157 51 11 340

③男女別年間利用者数 （単位：名）

7年度 男 女 6年度 男 女 対前年度増減 男 女

実人数 505 476 実人数 477 440 実人数 28 36

延利用者 3,695 3,655 延利用者 3,534 3,479 延利用者 161 176
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（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

22 22 21 23 21 22 23 20 22 20 20 22 258

7 8 8 8 7 7 7 8 6 7 7 7 87

52 54 58.5 55.5 51 46.5 55.5 40.5 40.5 40.5 43.5 48 586

2.4 2.5 2.8 2.4 2.4 2.1 2.4 2.0 1.8 2.0 2.2 2.2 2.3

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

22 23 20 23 22 21 23 21 21 20 20 21 257

11 10 12 12 11 10 10 10 10 9 9 7 121

108.5 110.5 96.5 109.5 85.5 74.5 85.5 71 62 64 58.5 46.5 972.5

4.9 4.8 4.8 4.8 3.9 3.5 3.7 3.4 3.0 3.2 2.9 2.2 3.8

 （７）特別なケアを必要とする利用者数（実人数）

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 胃　瘻 - - - - - - 1 2 2 2 3 3 13

短期入所 胃　瘻 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 18

1 1 1 1 1 1 3 4 4 4 5 5 31

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

施設入所 胃　瘻 1 1 - 2 2 2 - - - - - - 8

短期入所 胃　瘻 1 - - - - 1 1 1 1 1 1 1 8

2 1 - 2 2 3 1 1 1 1 1 1 16

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

胃　瘻 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 27

気管切開 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 39

（単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

胃　瘻 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

気管切開 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

計

6年度

通所リハ

計

7年度

計

6年度

計

7年度

通所リハ

1日平均

（６）訪問リハビリテーション利用者数

［訪問リハビリテーション利用定員：５名］

7年度

日数

実人数

延利用者

1日平均

6年度

日数

実人数

延利用者
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（８）年間実施行事

月 月

4月 10月

5月 11月

6月 12月

7月 1月

8月 2月

9月 3月

（９）ボランティアグループ受入状況

【定期活動】

・ボランティア交流会の実施　令和8年3月23日　4団体参加

【単発の出演等】

（１０）家族・職員交流会

　　【家族・交流会】新型コロナウイルスなどの関係で中止していたが、6年ぶりに再開

【実施日】令和7年11月30日（日）13時30分～15時00分　【場所】1階デイルーム
【参加者】（入所）家族4名、利用者2名　（通所）家族6名、利用者3名　（職員）9名
【内容】・利用者アンケート、家族アンケート結果報告
　　　　・施設の感染症対策について
　　　　・各部門（通所、リハビリ、相談、入所介護、看護）の取組状況
　　　　・意見交換会

【利用者アンケート】
【配布方法】アンケート発送時点で入所・通所の利用者に配布
【配布数及び回答数】入所　 107人　　回答　　61人　（回収率　57.0％）
　　　　　　　　　　通所　　80人　　回答　　51人　（回収率　63.8％）
                    全体   187人    回答　 112人  （回収率　59.9％）

【家族アンケート】
【配布方法】アンケート発送時点で入所利用の家族へ配布
【配布数及び回答数】入所　 107人　　回答　　53人　（回収率　49.5％）

傾聴の会みのお 利用者のお話しの傾聴 月1回(第3金)

　ヴィオラコンサート、介護美容（2回）

　　【アンケート】令和7年8月15日～9月30日

へっぽこ絵描きの似顔絵 利用者及び家族の似顔絵描き（Ｒ7.10～） 月3～4回

シンフォニー 縫い物 週1回(金)

アフタースクールぴあにしも
（発達障害・自閉症児童の放
課後等デイサービス）

子どもたちによる歌や踊り
3～4ヶ月に
1回

讃美歌サークル 讃美歌や童謡などの歌唱 月1回(第1木)

敬老会 ひな祭り関連（クイズ、歌）

グループ名 内容 活動日

パソコン教室(*) パソコンやスマホ操作や作品作りなど 週1回(火)

箕面市赤十字奉仕団
女性部

喫茶ボランティア（入所フロア、通所リハ） 週1回(順番)

ビューティーケア（手のマッサージ） 3カ月に1回

てるてる坊主関連（クイズ、思い出） クリスマス会　チョコフォンデュ

七夕の飾りつけ 絵馬づくり

盆踊り、すいか割り 節分　歌、豆まきゲーム

行事内容 行事内容

お花見　市立病院ロータリーの桜鑑賞 秋祭り　盆踊り・ゲーム

母の日関連（クイズ、思い出） 秋の散策（市立病院敷地内散歩）
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（１１）看護、介護等学生実習生の受入 

＜受け入れた学校＞ 

年月日 学校名 実習内容 人数(名) 

7. 4.15～3日間 

大阪保健福祉専門学校 

看護学科 3年生 

 

 

在宅看護 

6 

  5.13～3日間 4 

  9.16～3日間 5 

 10.20～3日間 5 

 11. 4～3日間 4 

  6. 2～2日間 大阪保健福祉専門学校 

看護学科 1年生 

老年介護 
4 

6. 4～2日間 

4.14～5日間  

大和大学 

 

教員免許取得希望介護体験 4 4.21～5日間 

  5.21～5日間 

  10. 6～5日間 園田学園大学 教員免許取得希望介護体験 1 

 11.10～5日間  

 

関西大学 

 

 

 

 

教員免許取得希望介護体験 

2 

 11. 1～5日間 4 

 11.25～5日間 2 

8. 3. 2～5日間 4 

3. 9～5日間 2 

2.12～5日間 佛教大学 作業療法見学 1 

 

（１２）福祉・介護体験等 

  箕面市の新規採用職員や新任監督職員の研修を受け入れた。 

年月日 依頼先 実習内容 人数(名) 

7. 4.23～3日間 

箕面市職員 

新規採用職員研修（福祉体験） 

2 

5.21～3日間 2 

  5.28～3日間 2 

  6. 4～3日間 2 

10. 2 

新任監督職員研修（福祉体験） 

1 

10.15 1 

10.23 1 

10.30  1 

11.10   1 
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（１３）研修の開催、参加状況 

①外部研修 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

7. 5.22 認知症会議実践研修 大阪介護老人保健施設協会 2 

6.20 権利擁護・虐待防止について 中西部地域包括支援センター 2 

7. 7 社会福祉施設・事業所職員向け研修 社会福祉振興・試験センター 1 

7～12月 高齢者施設感染対策リーダー研修 市健康福祉部 3 

7.16 生産性向上ビギナーセミナー 厚生労働省 3 

7.30 
社会福祉施設等で勤務する看護職を 

対象とした研修（リーダー研修） 
大阪府看護協会 1 

9.30 
介護施設等における防災リーダー養

成等支援研修（BCP自然災害編） 
府高齢介護室 1 

9.30 
介護施設等における防災リーダー養

成等支援研修（BCP感染症編） 
府高齢介護室 2 

10. 3 
第 32回介護老人保健施設 

近畿ブロック大会㏌奈良 
全国老人保健施設協会 2 

10. 6 
感染対策リーダーコース 

社会福祉施設等見学実習 
大阪府看護協会 1 

10.21 2025看取り研修 全国老人保健施設協会 1 

10.23 介護における転倒災害防止セミナー 厚生労働省 1 

10.24 安全運転管理者講習 大阪府公安委員会 1 

10.30 
特定分野における大阪府保健師助産

師 看護師実習指導講習会 
大阪府看護協会 1 

10.31 管理栄養士交流会 大阪介護老人保健施設協会 1 

11. 5 認知症介護実践リーダー研修 大阪府看護協会 2 

11.13 リハビリ関係研修 大阪介護老人保健施設協会 1 

11.27 
第 36回全国介護老人保健施設 

大会㏌山口 
全国老人保健施設協会 1 

11.28 高齢者施設感染リーダー研修 市立病院 2 

12. 3 新興感染症にかかる訓練動画 市立病院 1 

12. 5 高齢者施設感染リーダー研修 市立病院 1 

12. 5 
外国人人材受け入れ支援事業研修の

実施について 
府地域福祉推進室 1 

12. 7 認知症チームケア推進研修 
認知症介護研修・研修東京セ

ンター 
2 

12. 9 
看取りの方の情報提供のあり方に 

ついて情報交換 

市立病院・近隣介護施設 

連絡会 
2 
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12.12 
R7年度池田保健所管内院内・施設感

染症ネットワーク合同会議 
池田保健所 1 

12.15 2025年度管理者（職）研修会 全国老人保健施設協会 1 

12.16 
社会福祉等で勤務する介護職を対象

とした感染対策研修 
大阪府看護協会 2 

12.18 認知症に関する研修会 大阪介護老人保健施設協会 1 

12.20 ケアマネ業務をスマートに 大阪介護支援専門協会 1 

12.20 高齢者施設感染リーダー研修 市立病院 3 

12.22 科学的介護情報システム LIFE研修 厚生労働省 2 

12.28 介護職を対象とした感染対策研修会 大阪府看護協会 1 

8. 1. 7 認知症チームケア推進研修 府高齢介護室 1 

1.14 
池田保健所管内 院内・施設内感染

対策ネットワーク合同会議 
池田保健所 1 

1.19 
第 24回大老協懇話会 

（事例発表会） 
大阪介護老人保健施設協会 1 

1.22 高齢者虐待防止研修 府高齢介護室 1 

2.13 
大阪府認知症キャラバンメイト養成

研修 
大阪介護老人保健施設協会 2 

2.16 
高齢者虐待防止研修 

（現場リーダー対象） 
府高齢介護室 1 

2.17 生産性向上フォローアップ研修 厚生労働省 1 

2.20 リハビリ関係研修会 大阪介護老人保健施設協会 1 

2.25 支援相談員等研修会 大阪介護老人保健施設協会 1 

2.27 
介護老人保健施設リスクマネジャー

養成講座 
全国老人保健施設協会 1 

3. 4 外国人向け研修 府高齢介護室 1 

3. 7 看護に必要な感染対策の基礎知識 奈良県看護協会 1 

3.11 
地域共存社会の推進における福祉施

設・事業所の役割について 
市社会福祉法人連絡会 1 

3.12 大老協懇話会（事例発表会） 大阪介護老人保健施設協会 2 

 

②内部研修（避難訓練含む） 

各委員会が主催して施設内感染状況により、座学研修と資料回覧による研修を実施した。欠

席者へは後日資料回覧し研修振り返りアンケートを実施した。 

年月日 名称・テーマ 主催 参加者(名) 

7. 5.22 個人情報と人権尊重について 教育委員会 104 

6.12 接遇について TQM委員会 99 
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6.26 感染対策 BCP研修 感染対策委員会 105 

7.10 身体拘束+虐待 苦情対策委員会 105 

8.20 褥瘡評価について DESING-R 褥瘡委員会 69 

8.27 
安全事故 BCP研修+ 

事故防止リスクマネジメント 
安全事故委員会 105 

9.11 認知症ケア加算について 給食嚥下委員会 87 

9.25 正しい食事介助+肺炎予防について 安全・事故委員会 83 

10. 9 身体拘束+虐待 苦情対策委員会 89 

11.13 感染対策 BCP シミュレーション 感染対策委員会 89 

8. 1.17 
避難訓練 消防訓練 

災害時の報告・避難誘導 
安全事故委員会 89 

1.22 看取りケアについて 看取り委員会 75 

2.12 各委員会 年間目標年度末評価発表 教育認知症委員会 30 

2.26 各委員会 年間目標年度末評価発表  教育認知症委員会 22 

3.12 各部署  年間目標年度末評価発表 教育認知症委員会 21 

※介護老人保健施設では、施設内処遇向上を目指し様々な委員会ならびにチームを設置してい

る。委員会は介護老人保健施設委員会要領に基づき、チームは必要に応じて設置。 

 

（１４）地域向け交流事業 

年月日 内容 場所 
参加者

(名) 

7. 6.27 
福祉教育「車いす体験」 

第二中学校 2年生 
第二中学校 64 

9.13 
市民講座「医療保険に頼らない老後を過ごすために」 

講師：（一社）終活協議会 
相談室 8 

10.15 
市民講座「知っておきたい認知症予防！」 

講師：施設理学療法士ほか 
相談室 3 

11.12 
市民講座「高齢者向けの食事や非常食について」 

 講師：施設管理栄養士 
相談室 9 

12.12 
福祉教育「車いす体験」 

第二中学校 1年生 
第二中学校 61 

8. 2.14 
福祉教育「高齢者疑似体験」 

西小学校 4年生 
西小学校 150 
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（１５）箕面老健通信の発行 

 箕面老健通信を年４回（４月、８月、１０月、１月）発行し、利用者や家族、関係者へ配布した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１６）業務効率化に向けた機器等の導入 

  ・つながる家族（請求書・領収書等の配信アプリ） 

  ・ペースノート（入所ベッドや送迎、相談状況の管理ソフト） 
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